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日

文

研

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

、

国

際

日

本

文

化

研

究

セ

ン

タ

ー

の

創

設

に

あ

た

り

、

一
九

八

七

年

に

開

設

さ

れ

た

事

業

の

一
つ
で

あ

り

ま

す

。

そ

の
主

な

目

的

は

海

外

の

日
本

研

究

者

と

日
本

の

研

究

者

と

の
交

流

を

促

進

す

る

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

研

究

と

い

う
人

間

の
営

み

は

、

フ

ォ
ー

マ

ル
な

活

動

の

み

で
成

り

立

っ
て

い

る

わ

け

で
は

な

く

、

た

ま

た

ま

顔

を
出

し

た

会

や

、

お

茶

を

飲

み

な

が

ら

の
議

論

や

情

報

交

換

な

ど

が

貴

重

な

契

機

に

な

る

こ
と

が

し

ば

し

ば

あ

り

ま

す

。

こ

の

フ

ォ
ー

ラ

ム
は

そ

の

よ

う

な

契

機

を

生

み
出

す

こ

と

を

願

い

、
様

々
な

研

究

者

が

自

由

な

テ

ー

マ

で
話

が

出

来

る

よ

う

に

、
文

字

ど

お

り

イ

ン

フ

ォ
ー

マ

ル

な

「
広

場

」

を
提

供

し

よ

う

と

す

る

も

の

で
す

。

こ

の

フ

ォ
ー

ラ

ム

の
報

告

書

の
公

刊

を
機

と

し

て

、

皆

様

の
日

文

研

フ

ォ

ー

ラ

ム

へ

の
ご

理

解

が

深

ま

り

ま

す

こ
と

を
祈

念

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

国
際

日

本

文

化

研

究

セ

ン
タ

ー

所

長

梅

原

猛
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は

じ

め

に

き

ょ
う

は

、
猪

瀬

直
樹

の

『
日
本

凡
人

伝

』

シ
リ
ー

ズ
を

手
掛

り
に

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
と

い
う
文

学

の

「
辺
境

(
隣
接

)
ジ

ャ

ン
ル
」

の
あ

り
方

や
可

能
性

に

つ
い

て
、

ご

く

一
般

論

的

な

お
話

を

さ

せ

て

い

た
だ

き

ま
す

。
最

初

に
断

っ
て
お

き
た

い
と
思

い
ま

す

が

、
私

は

こ

こ
で

こ
の

シ
リ

ー

ズ

を

、
あ

く

ま

で
も
ジ

ャ

ン

ル
の
原
理

や
問

題
点

を

抽
象

化

す

る
材

料

と

し

て
取

り
扱

う

つ
も

り

で
す

。

従

っ
て
、
作

品

自
体

の
水

準

な
ど

に
関

す

る
論

評

は

、

あ

え

て
差

し
控

え

る

こ
と

に
致

し

ま
す

。

私

は

日
本

の
戦

後
文

学

と

「
文

革

」
後

の
中

国

文
学

の
比
較

研

究

を
や

っ
て
ま

い
り

ま

し
た

が

、

そ

の
二

つ
の
流

れ
を

見

て

い
ま
す

と

、

雑
誌

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム
や
映
像

メ
デ

ィ
ァ
文
化

の

隆
盛

に
伴

っ
て

、
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
文

学

の
発

達

は

、
共

通

し
た

傾
向

と
な

っ
て

い
る
わ

け

で
す

。

そ

こ

で

一
つ
注

目

す

べ
き

現

象

と

し

て
、

一
九

八

三

年

、

猪

瀬

直
樹

の

『
日

本

凡

人

伝

』

が
発

表

さ
れ

、

そ

の
後

ま

も
な

く

、

ア
メ

リ
カ

の
ス
タ

ッ
ズ

・
タ
ー

ケ
ト

の
イ

ン
タ
ビ

ュ

ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

『
ア
メ

リ

カ

の
夢

1

そ

の
喪

失

と
発

見

』

(
一
九

八

○

)

の
刺

激

を

イ
ン
タ
ビ

ュ
　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン

受

け

て

、

中

国

で

「
口
述
.実

録

文
学

」

の
先

駆
的

作

品

『
北

京

人

i

百
人

の
凡

人

の
自

叙

』

～
彌

彰

鴨

、
翹
鴫

、

一
九

八

五

)

が

誕

生

し

ま

し

た

。

偶

然

の

一
致

の
よ

う

に

も
見

え

ま

す

が

、
ポ

ス
ト

・
モ
ダ

ン

の
時

代

精

神

の
抬

頭
や

ア
メ

リ
カ

の

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の
影
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響

と

い
う
共

通

の
背

景

を

考

え

ま

す

と
、

独
立

し
た

ジ

ャ

ン

ル
と
し

て
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
が
出

現

し

、

市

民

権

を

獲

得

し

た

(
も

し

く

は

獲

得

し

よ

う

と

す

る

)

こ
と

は
、

二
十

世

紀

末

の
文

学

の
方

向

の

一
端

を

示
唆

し

て
い

る
よ

う
な
気

が
致

し

ま
す

。

発
生

の
条

件

・

・
波

と
時

代

精

神

1

1

日
本

の
場
合

同
時

代

の
中

国

文
学

を

参

照
系

に
考

え

る
な

ら
ば

、
日

本
文

学

に
お

け
る

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
地

位

は

、
や

や
低

い

の

で
は

な

い

か
と

い
う
印
象

を

受

け

て
お

り

ま
す

。
し

か
し

、
戦

後

文

学

の
経

路

を
振

り
返

っ
て
見

る

と

、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
を
中

核

と
す

る

「
実
在

の
文

学

」

は
、

む

し

ろ

か
な

り

の
実

績

を

あ

げ

て
き

た

よ

う

に
も
思

わ

れ

ま
す

。
大

ざ

っ
ぱ

な
ま

と
め

方

で
恐
縮

で
す

が

、
時
期

を

分

け

て
そ

の
特

徴

を
要

約

し
ま

す

と

、
ま
ず

昭
和

二
十
年

代

、
大

岡

昇

平

の

『
俘

虜

記

』

(
一
九

四
八

)

、
吉

田
満

の

『
軍
艦

大

和

』

(
一
九

四
九

)

や

『
き

け
わ

だ

つ
み

の
声

1

日
本
戦

歿

学

生

の
手

記

』

(
一
九

四

九

)
な

ど

が
示

し

た
よ

う
に

、
題
材

が
戦

争

体

験

の
記

録

に
集
中

し

て

い

る
半

面

、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

・
ノ

ベ
ル
か

ら
手
記

に
わ

た

っ

て
、

表

現

ス
タ

イ

ル

の
幅

広

さ

が
印

象

的

で
す

。
続

い
て
昭

和

三
十

年
代

、

「
経
済

小

説

」

の

出

現

(
城

山

三
郎

、

一
九

五

七

)

、
松

本

清

張

の
ド

キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

小

説

『
帝

銀

事

件

』

(
一
九

五
九

)
や

小

田
実

の
長

編
紀

行

『
何

で
も
見

て
や

ろ
う

』

(
一
九
六

一
)

の
発
表

、
三
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島
由

紀

夫

の

モ
デ

ル
小

説

『
宴

の
あ

と

』

二

九
六

〇

)

の
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

裁
判

な

ど

、

一
連

の
動

き

に
は

、
大

衆

社

会

の
日
常

と

非

日
常

の
状
況

へ
の

「
重

心
移

転

」
や

、
虚

構

と
実

在

の

境

界

線

の
問

題
提

起

、

と

い
う
変

化

が

見

ら
れ

ま

し

た
。

さ
ら

に
昭

和

四
十
年

代

か

ら
五

十
年

代

の
前

半

に

か

け

て
は

、
小

説

優

位

の
解

体

の
開
始

や
中

間

文

学

、
大
衆

文
学

の
繁
栄

と

と

も

に
、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
は
文

学

の
サ
ブ

・
ジ

ャ

ン
ル

の
イ

メ
ー

ジ

か
ら
脱

出

し

、

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と
対

抗

で

き

る
よ

う
な

理

念

-
方

法

体

系

の
獲

得

へ
向

っ
て

、
成
長

し

て
き

ま
し

た

。

そ

の
高
揚

期

の
文

学

史
的

現

象

に

は

、
大

宅

壮

一
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
賞

の
設

立

(
一
九

七

〇

)

や

、

「
本

格

派

」

と

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム

の
作

家

群

の
活

躍

が
注

目

さ
れ

ま
す

が

、

そ

の
芸
術

的

達

成

と

し

て

は
、

と

く

に
佐

木

隆

三

の

『
復

讐

す

る

は
我

に
あ

り
』

二

九

七
五

)

と

沢
木

耕

太

郎

の

『
テ

ロ
ル

の
決

算

』

(
一
九

七

九

)
を

推

し

た

い
と
思

い
ま

す
。

一
九

八

○

年

代

に
入

っ
て
か

ら

、
文

学

な

い
し
文

化

の
雰

囲
気

全
体

は

、
扁
平

的

、
軟

体
動

物
的

、
瞹

昧

模

糊

な
方

向

へ
変

質

し

て
き

た

よ

う

で
す
が

、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
界

に

お

い

て

も

、

一
種

の

ニ

ュ
ー

・
ウ

ェ
ー
ブ

の
到

来

が
感

じ

ら
れ

ま

す

。
立
花

隆

、
柳

田
邦

男

ら

の

「
本

格

派

」

の
退

潮

も

、

ニ

ュ
i

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム
作

家

群

の
軌

道
修

正

(
そ

の
代

表
例

は

、
沢

木

耕

太

郎

の

「
私

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
」
小

説

『
一
瞬

の
夏

』
、

一
九
八

○

)
も

、

そ

の
異
変

の
結

果

で
あ

ろ

う

、
と
私

は
考

え

て
お

り

ま
す

。
独

断
的

な

見

方

を
承
知

の
上

で
、
な

か

ば
予

一3一



言

の

つ
も
り

で
、

そ

の
流

れ

の
輪

郭

を
次

の
よ
う

に
描

い
て

み
た

い
と
思

い
ま
す

。

①

「
ハ

ン
グ

リ

ー

」

の
時

代

精

神

や

「
鳥
瞰

」

の
姿

勢

か

ら

、

「
飽

食

」

の
時

代

精

神

や

「
虫

験

」

の
姿

勢

へ
。

理
念

先

行

の
傾
向

、

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

の
色
彩

や

批
判
精

神

が
薄

れ

(
中

国
流

で

は

「
淡

化

」

)
、
集

団
代

弁

者

の
使

命

感

な

ど

の
目
的

意
識

よ
り

、
創
作

主
体

の
自

己

表
現

の
動

機

や

肯
定

志

向

が
強

ま
り

、
価

値

判

断

の
尺

度

が
多

様
化

し

て
い
く

。

②

重

厚

長

大

の
美

意

識
体

系

か

ら
軽
薄

短
小

の
美

意

識
体

系

へ
。
創

作
主

体

の
ダ

ン
デ

ィ
ズ

ム
や

ヒ

ロ
イ
ズ

ム
、
事

実

や

取
材

行

為

に

対

す

る
倫

理

観

、
方

法

論

の
安
定

性

、
作

品

の
内
容

自
体

の
パ

ワ
ー

や
観

念

に
よ

る
内

的

収

歛

力

よ
り

、
創

作

主
体

の
日
常

性

や
大
衆

性

、
事

実

や

取
材

行

為

の
ド

ラ

マ
性

、

方
法

論

の
冒

険

度

、
作

品

の
表

出

形
態

の
面
白

み
や
受

容

効
果

を

重

要
視

す

る
方

向

が

主
流

に
な

っ
て

い
く

。

③

活

字

メ

デ

ィ

ア
志

向

や
立

体

像

的

境

地

か
ら

、
映

像

メ

デ

ィ

ア
志

向

や
断

片

像

的

境

地

へ
。

5

W

l

H
法

則

へ
の
忠

実

、
作

者

の

「
私

」

の
消
去

、

「
鏡

」

の
等
身

大
効

果

や
文

体

の

機

能

性

の
追

求

な

ど

、

い
わ

ば

オ

ー

ソ

ド

ッ
ク

ス
な
表

現

様

式

よ
り

、

5
W

l

H
構

造

の
解

体

、
作

者

の

「
私

」

の
露

出

、

屈
折

し

た

「
鏡

」

の
操
作

や

文
体

の
装
飾
性

の
追
求

な

ど

、

い

わ
ば

現
代

的

表

現

様
式

が

目

立

っ
て

い
く

。

と

い
う

こ
と

で
す

。
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結

論

か

ら
申

し

上

げ
ま

す

と

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
試

み
も
含

め

て
、

猪
瀬

直

樹

の

一
連

の
仕

事

は

、
良

く

も

悪

く

も

ニ

ュ
i

・
ウ

ェ
ー

ブ

の
典
型

と
見

做

し

て

い

い

で
し

ょ

う

。

そ
し

て
、
そ

の
可
能

性

の
外

的
要

因

に

は
、

世
界

的

「
大

気
候

」

の
変
動

と

と

も

に

、

日

本

戦

後

文

学

の
周

期

的

波

と

そ

の
達
成

も
見

過

せ

な

い
、

と
強

調

し

た

い

と
思

い

ま

す

。一
方

、

そ

れ

と
呼

応

す

る

か

の
よ

う

に

、

一
九
八

○
年

代

の
中
国

の
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
界

に
お

い

て
も

、
リ
劉

寳

履

壁

の

「
社

会
派

」

、

「
求
実

派

」

か
ら

、
脱

イ

デ
オ

ロ
ギ

ー

の
芸
術

ー

文

化

志

向

を
支

え

と
す

る
新

し

い
世
代

へ
の
過

渡
が

見

ら
れ

ま

し

た
。

そ

の
新

し

い
波

の
発

端

が

、

奇

し

く

も

「
口
述

実

録

文

学

」

『
北

京

人

』
だ

っ
た

の

で
す

。

以
上

の
背

景

を

総
合

し

て

み
ま

す

と
、

日
本

や
中

国

に
お

け

る

イ

ン
ダ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

の
誕

生

は

、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
な

い
し

「
実

在

の
文

学

」
全
体

の
新

し

い
段

階

を

宣
言

す

る

「
事

件

」
と

も

受

け
止

め

ら

れ

る

で
し

ょ
う
。

そ

の
新

し

い
段
階

の
本

質

は

、
曖
昧

な
言

い
方

に
な

り

ま
す

が

、

ポ

ス

ト

・
モ
ダ

ン
の
時

流

を
前

に
す

る

「
実
在

の
文

学

」

の
理
念

-
技

法

の
伝

統

へ
の
問

い
直

し

、

そ
し

て
、
文

学

と

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の

「
雑

交

ジ

ャ
ン

ル
」

で
あ

る

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
に
お

け

る
文

学

的

要
素

と
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

な
要

素

の
最

大

限

の
表
出

や

、

そ
れ
以

外

の
要
素

と

の

ド

ッ
キ

ン
グ

の
可

能

性

へ
の
追

求

、
と

い
う
と

こ
ろ
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で
は
な

い
か
と

思

い
ま
す

。

不
確

定

性

の
表

と

裏

・

・
重

層

す

る
主

体

こ

こ
で
私

は
、

「
ニ

ュ
ー

・
ウ

ェ
ー

ブ

」

と

い
う

不
透

明

な
表

現

を

も

っ
て
、
猪

瀬
直

樹

の

創

作

の

性

格

を

名

付

け

て
お

り

ま

す

が

、

そ

の
理
由

は

ま
ず

、

『
昭

和
十

六

年
夏

の
敗

戦

』

(
一
九

八

三

)

や

『
日
本

凡

人

伝

』

か

ら

、
最

近

の

『
ミ

カ

ド

の
肖

像

』

(
一
九

八

六

)

や

『
土
地

の
神

話

』

(
一
九

八

九

)

ま

で

の
軌

跡

に
、

「
投

機

的

」
と

も
取

れ

そ
う
な

要
素

が
多

過

ぎ

た

と
思

わ
れ

る

こ
と

に
あ

り

ま
す

。

同

じ

「
戦

無
派

」

の
世

代

に
属
す

る
沢
木

耕
太

郎

に

較

べ
て

み

ま

し
た

ら

、
猪

瀬

直
樹

は

ニ

ュ
i

・
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の
よ

う
な

一
貫

し
た
理

念

を

必

ず

し

も
持

っ
て

い
な

い
、

と

い
う

こ
と

は
明

ら

か

で
し

ょ
う

。

も

ち

ろ

ん

、

そ

う

い

っ
た
不
安

定

、
不

透

明
性

こ
そ

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム

へ
の
超
克

で
あ

る

、

と
解

釈

し

て
も

差

し
支

え
な

い
で

し

ょ

う
が

、

こ

こ
で
注

目

し

た

い

の
は

、

デ

ビ

ュ
ー

の
時

間
差

が

十
年

も
あ

る
沢

木
耕

太

郎

と

猪
瀬

直
樹

の
特
質

の
差
異

で
す
。
要

す

る

に
、

前

者

の
活

字

的

マ

ス

・
イ

メ
ー

ジ

の
洗

礼

に
対

し

て
、

後

者

の
場

合

は

、

テ

レ
ビ

映

像

的

マ

ス

・
イ

メ

ー

ジ

の
投

影

が
大

い

よ
う

に
見

ら
れ

ま
す

。
そ

の
点

、

『
北
京
人

』

の
作

者

や
中

国

の
新

し

い
世
代

の
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
作

家

の
土
台

も
、
文

学

、
演

劇

、
映

画

の
イ

メ
ー

ジ
体
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系

に

あ

り

、

ど
ち

ら

か

と
言

え
ば

、

ア

メ

リ
カ

の

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム

の
本

流

や
沢
木

耕
太

郎

と
暗

合

し

て

い
る
わ

け

で
す

。

『
日
本

凡

人

伝

』

シ
リ

ー

ズ

に

は

、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ア
ー

と
語

り

手

の
会
話

の
実

録

が

、
そ

の

ま

ま
本

文

の
大
部

分

と

な

っ
て
お

り

ま

す

が

、

『
北

京

人

』

の
場
合

は

、
取
材

対
象

の
肉
声

を

伝

え

る
形

に

な

っ
て

い
る

も

の

の
、
作

者

に

よ
れ
ば

、
主

に
ポ

イ

ン
ト

、
数
字

、

キ
ー

ワ
ー
ド

の

メ

モ
を
頼

り

に
、

あ

る

い
は

「
ス
ケ

ッ
チ
を

画
く

よ

う

に
」

、
対

象

の

「
意

味

あ

る
瞬
間

の

形

態

」

を

記

憶

し

、
復

元

す

る
と

い

う
方

法

を

取

っ
た

そ

う

で
す

。

そ
う

い

っ
た

テ

ー

プ

レ

コ
ー

ダ

ー

へ
の
依

頼

度

の
差

は

、

両

者

の
帰

納

法
的

思

考

と

演

繹

法

的

思
考

、
写

実

と

「
写

意

」
な

ど

の
相
違

に
も

つ
な

が

っ
て

い

る

で
し

ょ
う

が
、

そ

の
根
本

に
は
や

は

り
活
字

離

れ
的

発

想

と

活

字
的

発

想

の
相

違

が

見

ら

れ

る

と
思

い
ま
す

。

『
日

本
凡

人
伝

』

シ
リ

ー

ズ
と

『
北

京

人

』

の
内

容

-
前
者

は
特

異

な
体

験

の
軌

跡

や
特

異

な
仕

事

の
ノ
ウ

ハ
ウ

、
後
者

は

「
社

会

の
中

の
個

体

」

の

「
生

態

と

心
態

」

1

の
違

い
に
も

、
猟

奇

的

に
ま

で
事
実

を

キ

ャ

ッ
チ
し

よ

う

と
す

る
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
根

性

と

、
人

間

の
内

面
世

界

を
掘

り
下

げ

よ
う
と

す

る
文

学

者
根

畠
性

の
隔

た

り

が
窺

え
ま

す

。

そ

の
よ

う

な
主

体

的

ギ

ャ

ッ
プ

は

、

『
日
本

凡
人

伝

』

シ

リ
ー

ズ
と

『
北
京

人

』

の
発
表

経

過

に
も

現

わ

れ

て

い
ま
す

。
両

者

と

も
最

終

的

に

は
、
純

文

学
出

版

社

に
よ

っ
て
刊

行

さ
れ

ま
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し

た

が

、
最

初

の
成

立

を
検

証

し

ま
す

と

、
大

衆
文

化

的
雑

誌

に
掲
載

↓
大
衆

文

化
的

出
版

社

で
刊

行

、

と

い

う
前

者

の
ケ

ー

ス

と
違

っ
て
、
後

者

は
新

聞

や
純

文
学

誌

に
掲
載

、

と

い
う
形

を

取

っ
た

の

で
す

。
作

品

の

「
載

体

」

(
掲
載

媒

体

)
も

意
味

あ

る
表

出
形

態

と
見
做

す

な

ら

ば

、

こ

の
象

徴

的

事

実

か

ら

は

、

少

な

く

と

も

三

つ
の
推

論

を

抽

出

で
き

る

か

と
思

わ

れ

ま

す

。①

純

文

学

媒

体

と
大

衆

文
化

媒

体

の
相

互

接
近

は

、
ま

さ

に

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
な

い
し

ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ

ン
と

い

う

「
中

間

ジ

ャ

ン

ル
」

の
二
重
性

格

を
物

語

っ
て

い

る

の
で

し

ょ

う
。

②

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
は

、
た

と

え
芸

術

的

達
成

を
目

指

す

に
し

て
も

、

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム

の
地

点

か

ら
出

発

し
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
と

い

う
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ

ン
の
宿

命

を

、
完

全

に
は

逸
脱

で
き

な

い

の
で
し

ょ
う

。

③

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と

い
う
複
合

ジ

ャ

ン
ル
に

と

っ
て
、
文
学

的

境
地

は
遥

か

な

「
彼

岸

」

と
な

る
場
合

も

あ
り

、

逆

に

ス
タ

ー
ト

台

と
な

る
可
能

性

も
あ

り

う

る

の

で
し

ょ
う

。

『
日
本

凡

人

伝

』

シ

リ
ー

ズ

の
作

者

は

ル
ポ

ラ

イ
タ
ー

の
出
身

で
あ
り

、

『
北

京
人

』

の
作

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン

者

は
小

説

家

(
張
辛

欣

)
と

「
紀

実

文

学

」

ラ
イ
タ

ー
兼

コ
ラ

ム

ニ
ス
ト

(
桑

曄

)

の

コ
ン
ビ

一g一



で
す

。

こ

の
事
実

も
、

ジ

ャ

ン
ル

の
主
体

の
多

様
性

や
方

向

の
多
様

な

可
能
性

を

暗
示

す

る
象

徴

と

し

て
、

興
味

深

い
と
思

い
ま

す

。
結

論

を
急

ぎ

ま

す

と
、

「
イ

ン
タ
ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ
ン
」

と

「
口
述

実

録

文
学

」

の
語

感

の
差

も

示
す

よ
う

に

、
猪

瀬
直

樹

の
場

合

は

あ
く

ま

で
も

、
従

来

の

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
や

ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム

の
、
表

現
主
体

の

「
退

場

」

に

よ

る
没
主

体

性

へ
反
抗

す

る
要
素

が
濃

厚

だ

っ
た
ら

し

い
で
す

が

、
張
辛

欣

、
桑

曄
両

氏

の
場

合

リ

　

ダ

ロ

は

、
新

し

い
時

代

の

「
主
導

的

ジ

ャ

ン

ル
」

に
上

昇

し

つ

つ
あ

る
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
生
産

様

式

と

生

産

力

を

も

っ
て
、
現

代

文

学

の
小

説

至
上

の
伝

統

へ
対
抗

し

よ
う

と
す

る

の
が

、

目

的

意

識

と

な

っ
て
お

り

ま

し
た

。

こ

の
よ

う
な

実

在

-
情

報

の
作

品
化

と
文

学

の
実

在
化

-
情
報

化

の
方
向

か
ら

、
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム
性

優

位

と
文
学

性

優

位

と

い
う

二
種
類

の
イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
、
言

い
か

え

れ
ば

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
主

体

性

の
二

つ
の
基
本

的

な

パ
タ

ー

ン
が
生

ま
れ

て
き

ま
す

。
私

は

そ
れ

を

一
つ
の
対
置

構

造

と

し

て
捉

え
、
実
存

と
表
現

の
相
生

相

剋

に

よ

る
内
部

の
力
学

関

係

を

探

っ
て
み

た

い
と
思

い
ま
す

が

、

そ

の
前

に
ま
ず

、

そ

の
対

置

構

造

の
輪
郭

と
形

成

の
必

然

性

に
視

点

を

移

し

て

い
き

ま
し

ょ
う
。
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発

生

原

理

・

・
順

応

と
逆

襲

猪
瀬

直

樹

の
解
説

に
基

づ

い

て
、

『
日

本

凡
人

伝

』

シ
リ

ー

ズ

の
創

作
観

念

を
整

理

し

て

み

ま
す

と

、
次

の

よ

う
な
原

型

動
機

が
浮

か
び

上

が

っ
て
き
ま

す

。

①

取
材

行
為

自

体

の
ド

ラ

マ
性

を
作

品

化

し

た

い
、

と

い
う
自

己
表

現

の
動

機

。

②

取

材

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

素
材

を
無

駄

に
し

な

い
、

と

い

う
合

理

主
義

の
動

機

。

③

市

井

人

の
生

態

の
面
白

さ
を

発
掘

し

、
演
出

に

よ

っ
て
振
幅

さ
せ

よ
う

と
す

る

、
と

い
う

日
常

志

向

。

④

取

材

対

象

の
生

態

、
取

材

の
プ

ロ
セ

ス
や

べ
た
起

こ
し
風

の
発

表

形
式

の
生

々
し

さ
を
追

求

す

る

、
と

い
う

「
原

生
状

態

」
志

向

。

⑤

描

写

の
完

成
度

な

ど

と

は
別

に

、
取
材

対

象

へ
の
接
近

や
再

構
成

の
テ
ク

ニ
ッ
ク

、

「
文

体

」

を
求

め

る
、

と

い
う
方

法
論

の
冒

険

の
動

機

。

こ
れ

ら

の
原

型

動
機

の
延

長
線

の
接

点

に
、
色

々
な
意

味
群

が
あ

り

そ
う
な

気

が

し
ま
す

。

煩

わ

し

い
ま

と

め
方

、
雑

な

言

い
方

が
許

さ
れ

る
な

ら

、
例

え
ば

、

①

と

②

、
②

と
⑤

の
接

点

に
は

、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の

オ
ー

ソ
ド

ッ
ク

ス
な

法
則

や
秩

序

体

系

を

破

壊

す

る
衝

動

、

①

と
③

、
②

と
④

の
接
点

に
は

、
文

学

に

お
け

る

ド

ラ

マ
性

(
か
な

ら
ず

し

も
超

現
実

性

、
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人

工
性

、

「
尖
端

性

」

で
は
な

い

)
や

、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
に
お

け

る

「
原
始

情
報

」

の
価

値

尺

度

の
再

認
識

、

①

と

④

、

④

と
⑤

の
接

点

に
は

、

表
現

の
目

的
や

内
容

よ
り

表
現

の
過
程

や
形

態

を
重

じ

る

観

念

後

退

の
傾

向

、

②

と

③

、

①

と
⑤

の
接

点

に

は

、

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

に
お

け

る

フ

ッ
ト

ワ
ー

ク

や

語

り

(
聞

き
手

と
語

り
手

の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
)

の
役
割

の
強
調

、

イ
メ
　
ジ

③

と
④

、
③

と

⑤

の
接

点

に

は

、
扁

平

化

し

て

い
く
現

実

か

ら
全
体

的
像

、
場

を
創

造

し

よ

う
と

す

る
模

索

、

「
私

小

説

」
的

生

活

-
表

現
空

間

の
容

認

、

と

い

っ
た
相

互

関
連

を

持

つ
項

目
が

見

出

さ
れ

る
よ

う
に

思

え
ま

す

。

そ

れ

と

平

行

し

て
、

『
北

京

人

』

の
作

者

の
創

作

理

念

を

次

の
よ

う

に
要

約

し

て

み
ま

す

と

、
視

角

や

表

現

こ
そ
違

っ
て

お

り
ま

す

が

、
全
体

の
発
想

は

か
な

り
通

じ
合

っ
て

い
る

の

で

は

な

い

か
と

思

わ

れ
ま

す

。

①

普

通

の
人

間

の
話

や
叙

述

の
プ

ロ
セ

ス
自

体

は
芸
術

品

で
あ

り

、
そ

の
記

録

、

再
構

成

の

作

業

は

「
芸

」

で
あ

り

、

「
口
述

実

録
文

学

」
・
の
作

者

は
芸

術

家

で
あ

る
。

②

登

場

人
物

の
真

実

の
感

情

を

脚

色

せ
ず

、
あ

り

の
ま

ま

に
伝

え

る

こ
と

に

よ

っ
て

、

「
口

述

実

録

文
学

」

は
小

説

よ

り
も

密
度

が
高

く
、
読

者

に
訴

え

る
力

が
強

い
。
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③

「
口

述

実

録

文

学

」

は

、
臨

場

感

を

も

っ
て
活

字

と

読

者

の
距

離

を

縮

め

る

こ
と

が

で

き

、

「
実

況

」

へ
接

近

し

よ

う
と

す

る
現

代

の
読

者

の
要

求

を

充
分

に
満

足

さ
せ

る

だ

ろ
う

。

④

マ

ス

・
メ

デ

ィ
ア

の
時

代

で

は

、

日
常

生

活

を

も

っ
と
表

現

し

や
す

い
形

式

と

し

て

、

「
口
述

実

録
文

学

」
は
新

し

い
美

意
識

を
反

映

し

て

い
る

。

猪

瀬

直

樹

と

張
辛

欣

、
桑

曄

の
宣

言

は

、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
発
生

原

理

の
集

大

成

と
言

っ
た

ら

お

お
げ

さ

で
し

ょ
う
が

、

そ

こ
か

ら

「
順

応

」
と

「
逆

襲

」
と

い
う

キ

ー

ワ
ー

ド

を
掴

む

こ
と

が

で
き

そ

う

な
気

が
し

ま
す

。

そ

こ

で
、
実
生

活

-
文

化

の
状
況

と

文

学

の
行

き
方

の
函

数

関
係

を

押

え
な

が

ら

、
そ

の
発
想

の
地

下
水

脈

を
さ

ら

に
追
求

し

て
み

た

い
と

思

い
ま

す

。

第

一
。

主

体

と
客

体

、
主

観

と

客

観

の
対

立

統

一
関

係

や
振

子

原
理

は
、

「
芸

」

の
創
造

史

の
中

軸

も

し

く

は
原

動

力

と

も

な

っ
て

い

る
よ

う

に
考

え

ら

れ

ま

す

。
理

念

や
情

緒

な

ど

の

「
虚

」

よ
り

事
実

、
情
報

の
価

値

が

優
先

視

さ
れ

る
同
時

代

、
記
録

精
神

が

異
様

に
旺

盛

で
、

再
現

の
手

段

が

異
様

に
発

達

す

る
同

時
代

に

お

い
て

は
、
表

現

空

間
と

現
実
空

間

の
本

質
的

な

隔

た

り
を

縮

め

、
表

現
対

象

の
客

体

と

し

て

の
純
粋

性

(
例

え
ば

「
事
実

」

の
即

物
性

)
を
求

め

る
努

力

は
、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
な

い
し
文

学
全

体

の
必

然

的

な
行

く
末

と
考

え
て

も

い

い

で
し

ょ

う

。

そ

の
よ

う
な

「
確

実

志

向

」

に

よ

っ
て
構

築

さ

れ
た

、
現

実

よ
り

も

「
現
実

ら

し
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ス
ロ

て

ロ

サ
リ

ア

リ

ズ

ム

い
」

イ

メ
ー

ジ
体

系

を

、

『
北

京
人

』

の
作

者

は
肯

定
的

な

立
場

で
、

「
超
級

現
実

主

義

の
肖

像

画

」

に
譬

え

、
他
方

で

は

、
丸
谷

才

一
は
文
体

ー
構
造

論

の
次

元

で
、

「
余

分
な

線

を
ご

た

ご

た

ま

じ

へ
て

」

「
濁

っ
た
」

「
画
面

」

(
注

一
)
と
非

難

し

て

い
ま
す

が

、

い
ず

れ

に
し

て

も

、

そ

こ
に

一
種

の
リ

ア

リ
ズ

ム

の
攤

闘

が

あ

る

、
と

い
う

こ
と

は
否
定

で
き

な

い
と
思

い
ま

す

。

ス
　
バ
　

リ
ア
リ
ズ
ム

「
超

級

現

実

主
義

」
絵

画

の
深

層

動
機

は

、
写
真

な

み

の

「
迫

真

」
効
果

に

よ

っ
て
、
表
層

的
複

製

や

単

純

リ

ァ

リ
ズ

ム
を

超

え
た
高

度

な
実
感

、
そ

し

て

そ

の
実

感
製

作

の
メ

カ

ニ
ズ

ム

を
展

示

す

る
と

こ
ろ
に

あ

る

の

で
は

な

い
か

、
と
私

は
解
釈

し

て
お

り
ま
す

。
純

文
学

も
視

野

に
入

れ

て
、

同
時

代
的

イ

メ
ー

ジ

体
系

を
考

え
ま

す

と
、

二
十

世
紀

以
前

の
全

体

、
細

部

と
も

明

晰

な

現

実

反
映

や

、

そ

の
後

の
全

体

、
細

部

と

も

不

鮮

明

な

「
現

実

脱

離

」

と

違

っ
て
、

「
賑

か

な
空

虚

」

と
言

わ

れ

て
も
仕

方

が

な

い
よ

う
な

、
全

体
混

沌

、
細
部

明

瞭

の
方
向

へ
移

ス
じ
パ
ほ

リ
ア
リ
ズ

ム

動

し

つ

つ
あ

る
模
様

で
す

が

、

「
超

級

現
実

主

義

」
絵

画

的

な
意

匠

は

、
表

現
対

象

の
内

面
構

造

を
究

極

の
目
標

と
す

る
従

来

の
本

流

へ
の
ア

ン
チ

テ
ー

ゼ

か
も

知

れ
ま
せ

ん

。
独
断

的

な
考

え
方

を

更

に

飛

躍

さ

せ

ま

す

と

、

「
徹

底

し

た
細

部

を

も

っ
た

シ
ー

ン
を

重

ね

て

い
く

こ
と

で

、
三

人
称

に

よ

る
全
体

的

な

叙
述

を

目
指

す

」

(
注

二

)

と

い
う

、
日
本

の
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ
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ヨ
ン
界

に
大

き

く

影
響

し

た

ア

メ

リ
カ

の

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の
発

想

も
、

あ

る
側
面

で
は

、

「
超
縅

、現
鬚
雖

諮義

」

絵

画

と

隣

り

合

わ

せ

て

い
る

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン

の

テ
ー

マ

に
戻

り

ま

す

と

、

こ

の

「
辺

境

ジ

ャ

ン
ル

」

は

ま

さ

に
、
写

真

や

テ

レ
ビ
映

像

の
記

録

性

と
芸

術
性

を

話

し
言

葉

や
書

き

言
葉

に

よ

っ
て
、
極

地

ま

で
発

展

さ

せ

て

い
く
可

能

性

を
持

っ
て

い

る
と
思

わ

れ

ま
す

。

主

体

の
変

容

・

・
話
体

的

「
私

」

の
逆
襲

第

二

。

二
十

世

紀
文

学

は

、
表

現

主

体

の
絶
対

性

や
物

語
性

の
優
位

、
表

現
力

の
的

確

さ

の

強

調

と

い

う
神

話

論
的

な

方

法

体

系

を

ぶ
ち

壊

し

た
地

点

か

ら

出

発

し

た

の

で
す

が

、

そ

の

「
神

は

死

ん

だ

」
は
ず

の
相

対

化
志

向

も

、
爛
熟

す

る
に

つ
れ

て

、
神
話
論

的

な

も

の
に
な

っ

て
し

ま

っ
た

よ

う

で
す

。
ポ

ス
ト

・
モ
ダ

ン
の
文

学

は

お

そ
ら

く

、
意
図
的

な
改

造

や
解

釈

を

最

大

限

に
放

棄

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
新

し

い
主

体

を
納

め

き

れ
な

い

「
神

ー

ア

ン
チ
神

」

の

枠

組

そ

の

も

の
を

ぶ

ち

壊

さ
ざ

る
を

得

な

い
で

し

ょ

う
。

一
方

、
禁

欲

主

義

的

な

「
神

の
視

点

」

に

対

す

る

ニ

ュ
ー

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム

の
反
撥

も

、
新

し

い

「
神

」

の
君

臨

の
危
険

を

伴

い
な

が

ら

、
最

終

的

に

は
文

学

と

同

じ

よ

う

に
.
徹

底
的

な

自

己
喪

失

に
よ

っ
て
、
原
点

の
問

い
直

し

に
臨

む

の

で
は

な

い
か

、

と

い

う

よ

う
な

気

が

し

ま

す

。

そ

こ
で
、

現

代

の

「
心

理
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リ

ア
リ

ズ

ム

ス
　

パ

ロ

コ

(
内

面

)

リ

ア

リ

ズ

ム
」

の
解

体

と

「
超

級

現

実

主
義

」

の
逆

襲

と

平

行

し

て
、

前
文

学

、

亜

文

学

的

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
復

権

と

も

い
う

べ

き

再

構

築

の
努

力

が
抬

頭

し

て
く

る

わ

け

で

す

。文

学

と
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム

の
狭

間

に

あ

る

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
表
現

構

造
を

考

え
ま

す

と

、

そ

の
会

話

実

録

の
主

導

的

ウ

エ
ー

ト

や
取

材
対

象

の
主
役

(
第

一
人
称

の

直

接

叙

述
者

)

の
位

置

、

そ
し

て
イ

ン
タ

ビ

ュ
ア
ー

の
主

体

的
登

場

は

、
本

来

姿

が
隠

れ

る
は

ず

の
パ

イ
プ

を
あ

え

て
外

観

と

し

て
出

し

て
し

ま

う
、

パ
リ

の
ポ

ン
ピ

ド
ー

・
セ

ン
タ

ー

の
超

現
代

的

な
建

築

作

風
を

連

想

さ

せ

ま
す

。

そ

の
あ

り
方

は

、

原
材

料

の
パ

ワ
ー

や
過

程

の
工
芸

性

の
逆

襲

と

解

釈

で
き

な

い
わ

け

で
も

あ

り

ま

せ
ん

が
、
文

学

の
転
換

期

に
よ

く
見

ら
れ

靱
劇

の
主

体

性

や

言

-
文

の
力

関
係

の
変
動

と

い
う
視
角

か
ら
見

れ
ば

、
同
時

代

の
メ
デ

ィ
ア
環

境

や

「
お

喋

り
文

化

」

に

よ

る
視

聴

イ

メ

ー

ジ

の
、
現

代
文

学

の
混

沌

と

し
た

イ

メ
ー
ジ

に
対

す

る
逆
襲

、

そ

し

て
、
文

学

の
母

胎

で
あ

っ
た

話
体

の
、

そ
れ

を
疎

外

し

、

「
内

な

る
視
覚

」

の

造

型
芸

術

の
方

向

へ
ひ
た

す

ら
走

っ
て
し

ま

っ
た

「
文

学

体

」

に
対

す

る
逆

襲

、
と

も
考

え
ら

'
れ

る

で

し

ょ

う
。

過

大

評

価

的

な
言

い
方

を
あ

え

て
す

る

な

ら
ば

、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
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表

現

原

理

は

、

同
時

代
文

学

の

「
先

祖

返

り

」
と

も
言

え

る
復

帰

の
方
向

性

を

、
側
面

か

ら
色

イ
メ
　
ジ

々
と
示

唆

し

て

い
る
と

思

い
ま
す

。

例

え

ば

、
像

の
純

粋
性

す
な

わ
ち

観
念
性

や

直
観

性

を
超

え
た
可

視

性

へ
の
復

帰

、

そ

し

て

、
第

一
人

称

の
話
体

の
叙
述

と

い
う
原
始

的
表

現
手

段

に
よ

る
、
表

現

衝

動

の
純
粋

性

す

な

わ

ち
直

接

性

へ
の
復
帰

、

な

ど

が
挙

げ

ら
れ

ま
す
。

ノ

ン
フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

の
あ

り

方

に
即

し

て
考

え

ま
す

と

、

「
調

べ
る
」

行
為

を

至
上

の
要

素

と
し

な
が

ら

も
、

そ

れ

を
完

成

形
態

の
中

で
消

し

て

い
く

従
来

の
理
念

に
対

し

て
、
取
材

の
過
程

を
生

命
体

と
し

て
作

品
化

す

る
、

と

い
う

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
の
表

現

動
機

も

、

ア

ン

チ

テ
ー

ゼ

的

な
復

帰

と
考

え

て

い

い

で
し

ょ

う
。

そ
し

て
言

語
表

現

の
次

元

で
考

え
ま

す

と
、

音

声

の
要

素

を
解

放

し

、
話

体

的

叙
述

の
表

出

の
極

限

に
対

す

る

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

.
ノ

ン

フ
ィ

ク

シ

ョ
ン

の
接
近

は
、
作

品

の

「
読

み
物

」

の
性
質

へ
の
復

帰

、

ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム

の
機
能

的

文

体

や

フ

ロ
ー

ベ
ル
流

の
近

代

小

説

の
精

密

描

写

、
プ

ル
ー

ス
ト
流

の
現
代
心

理
小

説

の
作

為

的

「
擬

似

饒

舌

体

」

へ
の
ア

ン
チ

テ
ー

ゼ

と

も
言

え
ま
し

ょ
う
。

こ
う

い

っ
た

「
モ日
文

一
致

」

の
表

現

様

式

に

よ

っ
て

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

.
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
に

お

け

る
主

体

関
係

は

、

図
式

で
具

象

化

し

て

み
た

よ
う

に

、
複
雑

な
構

造

に
な

っ
て
お

り

ま

す

。

も

ち

ろ

ん
、

ジ

ャ
ン

ル

の
性

質

の
不

確
定

性

や
表

現

の
可

能
性

か
ら
し

て
は

、

む
し

ろ

各

主
体

は
次

元

を

失

っ
た

よ
う

な
浮

遊

状

態

、

あ

る

い
は
互

い
に
位

置
を
取

り
替

え
ら

れ

る
よ

一16一
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う
な

「
機

動

状

態

」

に
あ

る
、

と

い
う

の
が

本
来

の
姿
だ

ろ
う

、
と
強

調

し

て
お

き
た

い
の

で

す

。こ

の
仮
説

的

図

式

を
眺

め

て

い
ま

す
と

、

さ

ら

に
様

々
な

仮
説

が
浮

び
上

が

っ
て
き

ま
す

。

①

同

じ
表

現
主

体

で
も

、
書

き
手

は
完

全

な

る
主

体

、
聞

き
手

は
主

体
化

し

た
第

二
主

体

、

語

り

手

は
主

体

化

を
容

認

さ
れ

る
準

主

体

(
表

現
者

兼
表

現
対

象

)
、

と

い
う
性

質

の
違

い
が

あ

り
ま

す

。

そ

し

て
、
書

き
手

と

聞

き
手

は
同

一
人

物

で
あ

り

な
が

ら

、
前

者

は
書

き

言
葉

に

よ

る
発

想

の
主

体

、

後

者

は
話

し
言

葉

に

よ

る
実

践

の
主

体

で
あ

る
、

聞

き

手

と

語

り

手

は

薦

珮

α

堺

を
共

有

し

な
が

ら
、

前
者

は
演

出

者

、
後

者

は
出

演
者

で
あ

る
、

と

い
う
非

対
等

的

な
関

係

と

な

っ
て

い
ま
す

。
そ

の
た

め

、

「
話

」
が

思

う
存

分

に
露

出
す

る
表

層

形
態

と
反

対

に

、
表

現
秩

序

の
座
標

系

に
お

い

て
は

、
聞

き
手

と
語

り
手

に
対

す

る
書

き
手

の
遠

隔

操
作

や

語

り
手

に
対

す

る
聞

き
手

の
直

接
操

作

、

と

い
う
上

-
下

関

係

が
成

立

す

る
わ
け

で
す

。

②

形

而

上

、
表

現

、
芸

術

構

成

、
書

き
言

葉

な

ど

に
対

し

て
形
而

下

、
再
現

、

自
然

発
露

、

話

し
言

葉

な

ど

を
劣

等
視

す

る
価

値

観

が
解

消

す

る

に
伴

い
、
話
体

的

「
私

」

の
相
対

的

な
自

主

性

が

確

立

さ

れ

、

そ

の
た
め

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
三

つ
の
表

現
主

体

は

、
発

動

↓

受
動

と

い
う
垂

直

型

の
関
係

で
は
な

く

、

い
ず

れ
も

能
動

と
受
動

の
二
重

性
格

を

持

ち

、
互

い

に
制
約

し
、
依

頼

し
合

う

傾
斜

型

の
共

同

体

と

な

っ
て
い
ま
す

。
書

き
手

-
聞

き

一18一



手

、
聞

き
手

-
語

り
手

と

い
う

二

つ
の
共

同
創

作

関
係

に
お

い
て
は

、
操
作

さ
れ

る
側

(
前
者

は

聞

き
手

、
後

者

は
語

り

手

)

が
操

作

す

る
側

の
思
考

レ
ー

ル

か
ら
自

主
的

に
脱

出

し

て
し

ま

う

、

と

い

う
可

能
性

も

充

分

あ

り

、
む

し

ろ
そ
れ

こ
そ
が

こ
の
説

話
文
学

の
新

し

い
変

種

の
生

産

力

で
し

ょ
う

。

そ
し

て
、

そ

の

二

つ
の
共

同

創
作

体

の
内

的

収
斂

力

は
、

そ
れ

ぞ

れ
書

き
言

葉

と
話

し
言
葉

な

の
で
、
第

二
共

同

体

の
な

か
ば

即
興
的

な

実

演

に
制
約

さ

れ

る
と

い
う
第

一

共

同

体

の
微

妙

な
立

場

は

、
話

体

の
優

位

を

も
物

語

っ
て

い
ま

す

。

③

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

.
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
創

作

経
路

(
書

き
手

↓
聞

き
手

↓
語

り
手

↓
書

き

手

)

や
形

成

-
受
容

過

程

(
書

き
手

↓
聞

き
手

↓

語

り
手

↓
読

み
手

)
を

、
起

↓
承

↓
転

↓

結

、

あ

る

い
は

野

球

の
監

督

↓

ピ

ッ
チ

ャ
i

↓

キ

ャ

ッ
チ

ャ
ー

↓
観
客

)
と
譬

え

る
な

ら
ば

、

話
体

的

「
私

」

の
第

一
体

現
者

で

あ

る
聞

き
手

が

、

「
承

」

や

「
ピ

ッ
チ

ャ
ー

」

と

い
う
積

極

的

な
ポ

ジ

シ

ョ
ン
に
あ

る

こ
と

は

、

一
目

瞭
然

で
す

。
取
材

行

為

の
性

質

に
よ

る
当
然

の
事
柄

で
す
が

、
聞

き
手

が
、

書

き
手

の
分

身

お

よ

び
読
者

の
代
弁

者

と

し

て
、
語

り
手

と
対

等

に
、

あ

る

い

は
語

り
手

を
凌
駕

す

る
形

で
出
演

で
き

る

の
は
、

こ
の
ジ

ャ
ン

ル
な

ら

で
は

の
特

権

だ

ろ

う
と

思

い
ま

す

。

こ

こ

で
と
く

に
指

摘

し

た

い

の
は
、

そ

の
直
接

登
場

の
資

格

に

よ

っ
て
、

作

者

、

人

物

、
読

者

の
安

定

し
た

は
ず

の
三
角

形
は

、

さ

ら

に
二

つ
の
小

さ
な

三
角

形

を
内

包

す

る
よ

う

に

な

り

、
そ

の
聞

き
手

ー
読

み
手

の
斜

面

か

ら

、
新

し

い
流

動
的

要

素

や
表

現

の
可
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能

性

が

生

じ

て

く

る

、

と

い

う

こ

と

で

す

。

舞

台

意

識

・

・
屈

折

し

た

「
私

」

そ

の
斜

線

に

よ

っ
て
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
表

現
空

間

は

、

「
上

部

構

造

」

と

「
下

部

構

造

」

の
組

み
合

わ

せ

の
様
相

を

呈

し

て
お

り

ま
す

。

こ

こ
で
、
書

き
手

ー
聞

き

手

ー
読

み
手

か
ら

な

る

「
上
部

構

造

」

は

、

「
文

学
体

」

や
芸

術

の
可
能

性

の
空

間

を
意

味

し
、

聞

き
手

-
語

り
手

-
読

み
手

か

ら
な

る

「
下

部

構
造

」

は

、
話

体
や

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の

可

能
性

の
空

間

を
意
味

す

る
も

の

で
す
。

こ

の
構

造

は

、
戯

曲

-
演

劇

と

い
う
内
的

関
連

が
あ

り
な

が

ら

、
表

出

形
態

で

は
遮

断

さ

れ

る
半

連
続

的

空
間

に
、

本
質

的

に
は
似

て

い
る
か

と
思

わ

れ

ま

す

。

さ
き

ほ

ど

の
図

式

の
表

現

主

体

1

、

H

、

m
を
脚

本
作

者

(
発
想

の
主

体

)
、
演

出

者

(
発

想

の
再

生

産

と
貫

徹

の
主

体

)
、
出

演

者

(
一
次

、

二
次

発

想

の
貫

徹

と
再
生

産

の
主

体

)

、

そ

し

て
受

容
主

体

を

観
客

、

と

い
う

ふ

う

に
取

か

え

る
と

、

も
ち

ろ

ん
、
表
現

主

体

1
、

H

は

か
な

ら

ず

し

も

同

一
人
物

で

は
な

い
、
受

容

主
体

が
舞

台
裏

の
演
出

に
立

ち
合

う

こ
と
は

あ

り

得

な

い
、

な

ど

の
相

違

が

あ

り
ま

す

が

、
同

じ
よ

う
な
内

な

る

「
像

」

の
表
現

区

域

と
外
的

イ

メ
ー

ジ

の
パ

フ

ォ
ー

マ
ン
ス
区

域

が

見

ら

れ

ま
す

。

「
文
学

」

(
ド
詳
靄
響

蒋

①
)

の
原

点

で
あ

一一20一



る

「
文

字

的

」

(
=
け
①
鐔

ご

に
即

し

て
考

え

ま
す

と

、
戯
曲

ー
演
劇

の
世
界

は
文
学

と
超
文

学

の
芸

術

と

い
う

二
重

性
格

を
持

つ
こ
と

に

な

り
ま

し

ょ
う

が

、
漫
才

、
落

語

、
講
談

な

ど
想

像

-
演

技

の
複
合

ジ

ャ

ン
ル

に
も

、

そ

れ

に
近

い
対

立

-
統

一
関
係

が
あ

る
よ

う
に
思

え
ま

す
。

話

体

や

「
身
体

言

語

」
を

主

な
表

現
手

段

と
す

る
イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
は
、

戯

曲

-
演

劇

や
、

文
学

か
ら

疎
外

さ

れ
た

「
口
伝

芸
能

文

学

」

の
新

し

い
変

種

で
あ

り

、

そ
し

て
そ

の
逆

襲

は
、
文

芸

表

現

の
純

粋

性

す

な

わ
ち

ぢ

パ

フ

ォ
ー

マ
ン

ス
性

の
復
権

を

象
徴

す

る

も

の
で
あ

ろ

う
、

と
私

は

考

え

た

い

の

で
す

。

表

現

主

体

の
内

部

、

表

現

主

体

と

受

容

主

体

、

そ

し

て
顕

在

空

間

と
非

顕

在

空

間

な

ど

の

ド
ラ
マ

重

層

性

か

ら

見

ま

す

と

、

こ

の
ジ

ャ

ン

ル

の
共

同

創

作

の
行

為

自

体

は

、

一
種

の

「
戯

劇

衝

ド
ラ
マ

ド
ラ
マ

突

」
、

「
戯
劇

展

開

」

、

「
戯

劇

完

成

」

と

し

て
把

握

で
き
る

よ

う
な
気

が

し
ま

す

。
今
度

は

「
舞

台

意
識

」
を

キ

ー

ワ
ー

ド

に

、

そ

の
増

幅
装

置

や

照
明

原

理

を
探

っ
て
み
た

い
と
思

い
ま

す

が

、

こ

こ
で
手

掛

り

に
な

る

の
は

、

レ
ジ

ュ
メ

で
全
文

コ
ピ

ー

し
た

『
日
本

凡
人

伝

』
第
九

コ

メ

ン

ト

章

の
、

冒
頭

に
あ

る
作

者

の
主
観

叙

述

で
す

。

「

(
凡

人

た

ち

の
)
人

生

の
軌

跡

な

ん

て
言

う
け

れ
ど

、

…

…

そ
う
は

う
ま

く
説

明

で
き

る

も

の
で

も
な

い
。

そ
れ

で
も

、
他

者

に
伝

え

よ

う
と

い
う
段

に
な

る
と
、
多

少
作

為

が
入

る

だ

ろ

う
。

/

誰

で
も

、
自
分

の
個

人

史

に

つ
い
て

の

ス
ト
ー

リ
ー

を

も

つ
権

利

が
あ

る

こ
と

は
否
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定

し

ま

せ

ん
。

し

か

し
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ア
ー

の
僕

と

し

て
は

、

い

つ
も
、

ス
ト

ー
リ

ー
が

つ
く

ら

れ

る
寸

前

に
果

敢

に
咽

喉

元
深

く

侵

攻

す

る
の

で
あ

り
ま

す

。

」

こ

の
数

行

の
文

章

か

ら
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
に

お
け

る
三

つ
の
表

現

主

体

、

そ

し

て
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

な
主

体
性

と
文
学

的

主
体

性

の
、
多
様

な
格

闘

と
協

調

の
可

能

性

が
窺

え
ま

す

。

こ
こ

で
、

「
変

身

-
主

客

転
換

」

と

「
超

越

-

"鏡

"
操

作

」

と

い

う

二

つ
の
文
脈

を
押

え

な

が

ら
、

ポ

イ

ン
ト

を
拾

っ
て

い
き

ま
し

ょ
う
。

①

聞

き

手

と
語

り
手

は

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
行

為

や

ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
創
作

の
通
念

で
は
、

協

力

要

求

者

-
協

力

者

の
関
係

に
あ

る
は
ず

で
す

が

、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

.
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン

に

お

い

て
は

、

「
話

」

の
主

体

で
あ

る
語

り
手

に
対

し

て
、
聞

き

手

は

「
話
脈

」

の
制

作
者

と

し

て

、

や
や

絶

対
的

な

主
導

権

を

握

ら

な

け

れ
ば

な

り
ま

せ

ん
。

従

っ
て
、
た

と

え
ソ

フ
ト
な

誘
導

(
聞

き
手

)

1
積

極

的

な
自

叙

(
語

り
手

)

の
形
態

で
も

、

「
聞

き
手

11
副

人
物

、
語

り

手

11
主

人

公

」
、

逆

に

「
聞

き
手

"
主

人

公

、
語

り

手

11
副

人
物

」
、

と

い
う
二
通

り

の
立
場

関

係

が
成

立

し

、

そ

の

「
話

脈

」

に
応

じ

て

の
転

換

は

、
ジ

ャ

ン
ル

の
不
確

定

性

に
よ

る
面

白

さ

の

一
つ
と

も
言

え
る

で

し

ょ

う
。

(
こ

こ
で
意
図

的

に

「
話
脈

」
と

い
う
造

語

を
使

っ
た

の

は

、

「
文

脈

」

に
対

し

て

「
話

脈

」

と

い
う
表

現

の
不

在

に
象

徴

さ
れ

る

よ

う
な

、

「
文

章

体

」

の
優

位

へ
の
逆

襲

と
考

え

て

い
た

だ

け
ば

け

っ
こ
う

で
す

。

)
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②

書

き

手

と
聞

き
手

は

、
語

り

手

が
操

作

側

の
文

脈

、

「
話

脈

」
を
逸

脱

し
、

「
話

体

」

の

表

出

の
主

体
性

を
実

現

さ

せ

る

こ
と

を
期

待

す

る
立

場

に

も
あ

り

、

そ

の
た

め
、
語

り
手

の
作

意

を

誘

発

し

て

い
く
必

要

も
生

じ

て
く

る
わ

け

で
す

。

一
方

、
語

り
手

の
作

為

を
断

固

阻
止

す

べ
き

だ

と

い
う
猪

瀬
直

樹

の
宣
言

の
通

り

、
内

な

る
像
を

創

作

す

る
書

き
手

の

「
特

権

」
を
語

り

手

が
持

っ
て
は

な

ら
な

い
、

と

い
う
均

衡

関
係

の

「
守

り

役

」

に
聞

き
手

が
回

っ
て

い
く
場

合

も

、

そ

し

て
、

『
日
本

凡

人
伝

』
第

九

章

の
結

末

1
聞

き

手

の

テ
ー

マ
解

説

風

の

コ
メ

ン
ト

に
対

し

て

、
語

り
手

が

返

答

に
窮

し

て
し

ま

っ
た
ー

が
象

徴

す

る
よ

う
な

、
書

き
手

の
神

が

か

り
的

な

登

場

の
場
合

も

、
充

分

に
あ

り

う

る

の
で
す

。

こ
れ

は
形

式
上

の
美

を
犠

牲

に

し

て
ま

で
真

を

絶

対
視

す

る
従
来

の
価

値

基

準

へ
の
逆

襲

で

も
あ

り

、
話
体

の
逆

襲

に
対

す

る
文
章

体

の
緊

張

で
も

あ

る

、
と
解

釈

し
た

い
と
思

い
ま
す

が

、

い
ず

れ

に

し

ろ
、

こ
う

い

っ
た
内
的

緊

張

に
よ

っ
て
、
自

我

や
作

品

の

「
上

部

構

造

」

と

「
下
部

構

造

」

の
間

を
、

三

つ
の
表

現
主

体

が

交
互

に
上

昇

し

た

り

、
下

降

し

た

り
す

る
、

と

い
う
多

次

元
的

な

表
出
効

果

が
可

能

に
な

り

ま

す

。

③

事

実

を

キ

ャ

ッ
チ
し

、

そ

の
内

側

ヘ
ア
プ

ロ
ー

チ
し

、

さ

ら
に

一
つ
の
現
象

と
し

て
形

づ

け

よ

う

と
す

る
姿

勢

に
お

い
て

は
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
は
従

来

の
ル
ポ

ル

タ

ー

ジ

ュ
や

ド

キ

ュ
メ

ン
タ

リ

ー

も

の
と
合

致

し

て

い

る

の

で
す

が

、

そ

の
伝

統

的

理

念

へ
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の
超

越

の
可

能

性

と

し

て
、

時

・
場

所

・
筋

の

「
三

一
致

」

法

則

に
も

似

た

よ

う

な
平

面
的

「
鏡

」

の
客

観

反

映

に
徹

す

る

の
で

は
な

く

、

「
鏡

」

の
展

示

や
演

出

と

い
う

「
舞

台
意

識

」

を

内
包

し

て

い
る

こ
と
を

挙

げ

た

い
と
思

い
ま

す

。
以
上

触

れ

た

三

つ
の
表

現

主
体

の
表

層

形

態

と

深

層
意

識

の
屈
折

、
表

現

衝
動

の
解

放

ー
抑

制

-
反
抑

制

に

も
た

ら
さ

れ

る
自

-
他

、
主

-
客

転

換

に

よ

っ
て
、
読

み
手

の
立

場

や
作

者

、
主

人

公

の

「
読

み
手
意

識

」

に
即

し

て
考

え

て

み
れ

ば

、

取
材

と

叙
述

と

い

う
名

の

「
鏡

」
に
映

っ
て

い
る
主
人

公

、
そ

の

「
鏡

」
に
自

分

と
読

み
手

の
姿

を
映

し

な

が

ら

「
鏡

」

を
操

作

す

る
作
者

、

そ

の
操

作

に
参
与

し
よ

う
と
す

る

主

人

公

、

そ

の
参

与

を
拒

否

し
、

主

人

公

を

「
鏡

」

に
化

さ

せ
、

と
同
時

に
自

分

も

「
鏡

」

に

な

り
き

っ
て
、

自
分

と

い
う

「
鏡

」

に
他

人

を
映

し

て

み
よ

う
と

す

る
作
者

・.:
..
な

ど
、

じ

つ

に
多

様

な

運

動

的
遠

近

法

の
攤

隣

と
働

き

が

現
わ

れ

て
お

り

、

そ

の
波

長

の
離

-
合

や
呼

吸

の

リ

ズ

ム

に
従

っ
て
、
記

述

の
空

間

の

二
次

元

的
な

「
鏡

」

と
想

像

の
空

間

の
四
次

元
的

「
鏡

」

の
間

に

、

さ

ら
に
色

々
な

屈
折

し

た
表

現

効

果

が
出

て
き

ま

す

。

一24一

回
転

扉

・
・
流

動

性

の
可
能

性

ユ

『
日
本

凡
人

伝

』

シ
リ
ー

ズ

の
表

出

形

態

を
分

類

し

て

み
ま

す
と

、

A
ー

テ
ー

マ
、
取

材
行

　

 為

、

取
材

対

象

に
関

す

る
作

者

の
解

説

、

コ
メ

ン
ト
、

A
l

取
材

の
場
面

や
取

材
対

象

に

つ
い



ユ

　

て

の
客

観
描

写

、

B
l
質

問

抜

き

の
再

構

成

に

よ

る
語

り
手

の
第

一
人
称

の

「
自
叙

」
、

B
ー

ユ

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

の
問

ー
答

の
再

現

、

C
l

作

者

の
意

図

を

反

映

す

る

よ
う

な

文

献

(
学

術

著

　

作

、
文

学

作

品

の
断

片

)

の
引

用

、

C
l

取

材

対

象
自

身

の
文

章

や

取

材
対

象

に

関

す

る
報

道

、
資

料

の
引

用

、

と

い

う
六

つ
の

パ
タ

ー

ン
が

あ

り

、

ほ

と

ん
ど

の
章

に

お

い

て
、

主

観

ユ

ユ

　

　

　

　

(
奇

数

群

の

A

、

B

、

C

)

と

客

観

(
偶

数

群

の

A

、

B

、

C

)

の
交

錯

、

変

奏

が

見

ら

れ

ま

　

す

。

そ

れ

に
対

し

て
、

『
北
京

人

』

は

『
ア
メ

リ
カ

の
夢

』

の
影

響

を
受

け

て
、
大

体

A
プ

ラ

　

ス
B

と

い
う
わ

り

に
単

純

な
構

造

と
な

っ
て
お
り

ま

す
。

そ

の
二
種
類

の

「
舞
台

効

果

」
1

露

天

型

と
密

室

型

1

に

は
、

作
者

11
操

作

者

の
光

学

メ

カ

ニ
ズ

ム

の
相
違

が
窺

え
ま
す

。

す
な

わ

ち

、

猪
瀬

直

樹

の
場

合

は

、

取

材
中

の
双
方

の
言
動

を
克

明

に
記

録

し
た

り

、
自

分

の

「
鏡

」

で
あ

る
編

集

者

ま

で
登

場

さ

せ

た

り
、

た

ま
に

は
全

篇

一
問

一
答

の
形

に
と

ど
ま

っ

た

り
す

る
手

法

に

よ

っ
て
、
意

図

的

に

自
我

と
表
現

行

為

を
客

観
化

し
、

そ

の
上

に

、
同

格
扱

い
さ
れ

た

各

表

現
主

体

や
平

面

化

さ
れ

た

「
鏡

」

に

、
部

分

的

に
人

工

的
な

ス
ポ

ッ
ト
を

当

て

て

、

い
わ

ば
魔

術

の
攤

麟

や
舞

台

裏

ま

で
公

開

し

て

し
ま

う

よ
う

な
戯
作

の
風
格

を
呈

し

て
お

り
ま

す

。

一
方

、

『
北

京

人

』

の
作
者

の
場

合

は

、
話
体

表

現

の
臨

場
感

、

「
平
常

感

」

を
求

め

る
姿
勢

こ
そ
共

通

し

て

い
る
も

の

の
、
聞

き
手

の
言
動

を

「
裏

方

」

に
く

ら
ま

す
手

法

に

よ
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っ
て
、

逆

に
書

き
手

の
支

配

力

や

「
上

部

」
創

作
共

同
体

(
書

き
手

-
聞
き
手

)

の
求

心
力

、

そ

し

て
実

感

空
間

-
構
想

空

間

の
組

み
合

わ

せ
に

よ

る
舞

台

の
奥
行

深

さ
を
浮

き
彫

り

に
し

て

い
る
わ

け

で
す

。

こ
こ

で
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
表

現

様
式

の
色

々
な
逆

説
性

が

浮
上

し

て

く

る

よ

う

な

気

が

致

し

ま

す

。
例

え

ば

、

『
日
本

凡

人

伝

』

シ

リ
ー

ズ

の

よ

う

に
、

話

体

的

、
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

な

「
私

」

の
顕

示
欲

や

「
下

部

」
創

作
共

同
体

(
聞

き

手

ー
語

り
手

)

の
能
動

性

を
強

調

し

て

い
く

と

、
劇

場
効

果

の
多

様

化

と

と
も

に
、
文

学
体

的

、
文

学

的

「
私

」

や
表

現

空

間

の
矮

小

化

に

も

つ
な

が

っ
て
し

ま

う
と

思
わ

れ

ま
す

。
逆

に
、

聞

き
手

と

い
う

「
余
分

な
線

」

を
消

し

て

い
る

『
北

京
人

』

の
様

式

は

、
構

造

の
安
定

感

を
重

じ

る
古

典

的

な

性

格

も

見

え

て

お

り

ま

す

が

、

そ

れ

こ

そ

一
過

性

的

表

現

行

為

に

対

す

る

「
表

現

前

」
、

「
表

現
後

」
段
階

の
観

念

-
技

術

的

操
作

、
語

り
手

や
話

体

に
対

す

る
書

き
手

や
文

学

体

の
超

越

が

要
求

さ
れ

、

と
同

時

に

、
読

み
手

の
主

体
的

参

与

(
想

像

)
が
許

容

さ
れ

る

の
で

は

な

い

か

、

と

考

え

て

お

り

ま

す

。
仮

説

を

も

う

一
歩

発

展

さ

せ

ま

す

と
、

書

き
手

と
聞

き

手

、
書

き

手

と
語

り
手

、
聞

き
手

と
読

み
手

の
距
離

は
、

あ

る
意
味

で
は
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
完

成

度

と
増
幅

の
可
能

性

と
正
比

例

に
な

る
だ

ろ

う
、

と

い
う

テ
ー
ゼ

を
提

起

し

た

い
わ

け

で
す

。

一26一



こ
れ

ら

の
逆

説

性

は

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン

の
共
同

創
作

の
不
確

定
性

-

各
表

現
主

体

の
立

場

と
関

係

、

表

現

の
場

と
言
語

媒

体

、
人

物
像

と

「
話
脈

」
、
文

体

な
ど

の

流
動

性

1

と

は
、

色

々
な

形

で
絡

ん

で

い

る
よ

う
な
気

が

し

ま

す
。

こ
こ

で
と
く

に
考

え
て

み

た

い
の

は

、
作

者

と
表

現

対

象

の
相

互

接

近

の
意

図

、
距

離

、
角

度

、

「
攻

-
防

」
位

置
と

展

開
過

程

の
流

動

性

に

よ

っ
て
、
双

方

の

コ

ア
と
表

現
形

態

、

そ

し

て
作

品

の
方
向

、
性
質

ま

で

微

妙

に
流

動

し

て

い
く

、

と

い

う

こ
と

で
す

。
そ

の
可

能
性

の
表

わ
れ

と
し

て
挙

げ

ら

れ

る

の

は

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

な

表

現

意

欲

が
圧

倒

的

に
濃

厚

だ

っ
た

は
ず

の

『
日
本

凡

人

伝

』

シ
リ

ー

ズ

の
第

一
作

は
、

意
外

に

も
文

学
性

が

高

く

、
逆

に

、
社
会

学
的

発
想

を
排
除

し

よ
う

と

し

た

『
北

京
人

』

の
場

合

、
文

学

的

タ

ッ
チ

で
表

現

さ

れ

た
内
容

は

、
歴
史

の
証
言

と

も

な

る

よ

う
な

、
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

な
部

分

が
案

外
多

か

っ
た
、

と

い
う
逆

説

的
な

結

果

で
す

。

思

う

に
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
表

現
空

間

で
は
、
自

己

ー
自
他

超

越

の

ド
ラ
マ

「
戯

劇

展

開

」

に

よ

っ
て

、
様

々
な

触
角

が
伸

び

た

り
、
絡

ん
だ

り

し
て
、

「
上
部

構

造

」

と

「
下

部
構

造

」

の
間

に

、
常

に
移

動

が
行

わ
れ

る
わ

け

で
す

。

そ

の
バ

ネ
と

な

る
も

の
を

ま

と

め

ま

す

と

、

ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
性

か

ら
文

学

性

へ

「
上
昇

」

す

る
場
合

は
、
①

聞

き
手

が
文

学

的

「
私

」

を

も

っ
て
、
語

り

手

の
そ
れ

を

引

き
出

す

、
②

語

り
手

が
自

発
的

に
文

学

的

「
私

」
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を
表

出

す

る
、
③

語

り
手

の
非

文

学
的

「
画
竜

」

に

、
聞

き
手

や
書

き
手

が
文

学

的

「
点
晴

」

を
行

な

う
、

④

聞

き
手

-
語

り
手

の

「
話

脈

」

の

「
自
然

加

温

」

で
、
内
容
自

体

の
持

つ
文
学

的
要

素

が

「
孵
化

」
す

る
、

と

い

う

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す

。
そ

れ

と
対
照

的

に
、
逆

に
、
文

学
性

か

ら
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム
性

へ

「
下
降

」

す

る
場

合

は

、
①

作
者

は
語
体

表
現

の
領

域

で
、

生
活

実

践

者

と

し

て
表

現
対

象

ヘ
ア
プ

ロ
ー

チ
し

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
、
②

語

り
手

の
文

学
的

部
分

(
感

情

、

内
的

風

景

な

ど

)

の
表

出

、
発

掘

に

は
、

経
歴

、

家
庭

、
仕

事

な
ど
外

的

生
態

の
表

出

、
発

掘

が

不
可

欠

な
手

順

と
な

る
、
③

ジ

ャ

ン
ル

の
性

質

や
読

者

の
需
要

な

ど

へ
の
配

慮

で
、
各

表

現

主

体

に
は

内
容

や
形

式

上

、

セ

ン
セ

ー

シ

ョ
ナ

ル
な
演

出

、
出
演

を

行

な

う
衝

動

が

あ

り

が
ち

で
あ

る
、

④
文

学

的

表

現

自
体

は

一
種

の
事
実

と
し

て
、

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

な
付

加

価

値

が

あ

る
、

と

い
う

こ
と

に
な

る

で
し

ょ
う

。

繰

り

返

し

に
な

り

ま
す

が

、

こ
う

い

っ
た

「
上

昇

」
や

「
下
降

」
は

、
各

表

現
主

体

の
制

約

-
調
整

に

よ

っ
て
、

不
特

定

の
軌

跡

、

リ
ズ

ム
、
形

式

と
方

向

で
展

開

さ
れ

る
も

の
で
す

。
イ

メ
ー

ジ

的

に
捉

え

る
な

ら
ば

、

こ

の
ジ

ャ

ン
ル

の
面

白

み
は

、

回
転

扉

↓
小

空

間

↓
回

転
扉

↓

小

空

間

…

…

と

い
う

無

数

連

続

の
選

択

肢

の
仕

掛

け
装

置

の
機

能

に

も
あ

る

よ

う

に
思

え

ま

す

。
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逆

説

性

・

・
内

的

均
衡

の

メ
カ

ニ
ズ

ム

ふ

た

た

び
ジ

ャ

ン
ル

の
複
合

性

格

と

い
う

原
点

に
戻

り

ま

す
が

、
私

は
イ

ン
タ
ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
に

お
け

る
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム
性

と
文

学
性

を

、
そ

の
主
な

側
面

に
即

し

て
、

①
客

観

真

実

志

向

と
主

観

真
実

志

向

、
②

生
活

実

践
志

向

と
芸

術

演
技

志
向

、
③

超

日
常

性

と

日
常

性

、
④

記

号
性

と
感

受
性

、

と

い
う

ふ

う

に
単
純

化

し

て
お
き

た

い
と
思

い
ま
す

。

そ

の

対
概

念

の
①

、
②

と
③

、

④

を

さ

ら

に

一
つ
の
対

置
構

造

と

し

て
並

べ

て
み
た

ら

、
や
や

矛
盾

す

る
組

み

合

わ

せ

と

い
う
感

じ

が

し

な

い

で
も

あ

り

ま

せ

ん

が

、

そ

も

そ

も
文

学

も
客

観

真

実

、
生

活

実

践

の
表

出

の
使
命

や
超

日

常

的

、
記

号
的

機

能

を
持

っ
て
お

り
、
前

文

学
的

ジ

ャ

ー

ナ

リ
ズ

ム
も

主
観

真

実

、
芸

術

演

技

、

日
常

、
情
緒

ま

で
触

角

を
伸

ば

し

て

い
く

、

と

い
う

相
対

的

原

理

の
再
確

認

に
も

な

る

で
し

ょ
う

。

こ

こ
で
、

こ

の
新

し

い

「
口
伝
芸

能

文
学

」

の

逆
説

的

特

質

が

ま

た
ク

ロ
ー

ズ

・
ア

ッ
プ

さ

れ

ま
す

が
、

時

間

の
都
合

で
、
箇
条

風

に
観

点

を

取

り
上

げ

て

い
き

ま
す

。

①

以

上

、
文
学

性

や

ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
性

の
実

現

の
過
程

を
検

討

し

て
き

ま

し
た

が
、

そ
れ

が
実

現

で
き

な

い
場

合

の
原
因

を

考

え
ま

す

と
、
各

表

現
主

体

叺
飆
削

鵝

の
操

作

方
向

と

い
う

動

的

、
後

天

的

側
面

の
ほ

か

、
表

現

対

象

の

コ
ア

(
事

実

)

と

そ
れ
を

包
容

、
決

定

す

る
作

者

の

「
本

我

」

の

コ
ア

(
モ
チ

ー

フ
、

方
法

論

)

に
、
最

初

か

ら
し

か

る

べ
き
性

質

が
欠

落

し

て
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い
る
、

と

い
う
静

的

、
先

天

的

側

面

も
見

過

せ

な

い
で
し

ょ

う
。
少

な

く
と

も
理
想

論

と

し

て

は
・

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

。
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
襟
闘

の
発
生

と

稼
動

は

、
キ

ャ
ス
ト

の
登
場

や

「
鏡

」

の
操

作

以
前

に

す

で

に
始

ま

っ
て

い
る
は
ず

で
あ

り
、

表
現

対
象

が
選

ば

れ

た
時
点

か

ら
、

そ

の
表

現

は
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

テ

ィ

ヅ
ク
な

、
文

学

的

な
価

値

と
可
能

性

を
持

た
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
わ

け

で
す

。

②

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ

ン
の
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
性

と
文

学
性

を

両
方

達
成

さ

せ

る

に
は

、

主
役

は
典

型
性

と

「
表

現

(
パ

フ

ォ
ー

マ
ン
ス

)
力

」
を
兼

ね
備

え
た
方

が
好

ま

し

い
の

で
す

。

『
日
本

凡
人

伝

』

シ
リ

ー

ズ

の

「
凡

人

」

た
ち

に
、
元

「
日
本

一
」

の
経
歴

の

持

ち

主

や

、

取
材

対

象

と

し

て

の
日

本
人

の
無

口
な
平

均
像

(
注

三

)
と

か
け
離

れ

た
性
格

異

端

者

が

多

か

っ
た

こ
と

は

、

む

し

ろ
筋

の
通

る
選
択

と

い

っ
て

い

い
で
し

ょ
う
。

さ

き

ほ
ど

の

主
体

関

係

図

を
補

足

し
ま

す

と

、
語

り
手

は
典

型
性

と

「
表

演

力

」
を

持

つ
場

合

、
共

同
創

作

の

「
特

権

」

も
含

め

て
、
読

み
手

よ
り

や

や
高

い
次

元

に
位

置

す

る

こ
と
も
考

え
ら

れ
ま

す

。

元

ミ

ス

・
ア

メ
リ

カ
や

政
府

移

民

帰

化

局

長

な
ど

の

「
英
雄

」
を

冒
頭

に
置

い
た

『
ア

メ
リ

カ

の
夢

』

の
発

想

と
考

え
合

わ

せ

る
と

、

前

文
学

的

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
逆
襲

の
現

わ

れ
と

し

て
、

こ

こ

で
第

一
人

称

的

ヒ
ー

ロ
ー

の
復

権

の
傾

向

も
認

め

ら
れ

ま

す

。

②

猪

瀬

直

樹

は

作

中

人

物

を

群

体

レ

ベ

ル

で
、

「
凡

人

(
た

ち

)

、
人

民

(
た

ち

)

、
大

一30一



衆

、
市

民

、
生

活

人

、
人

」

、

「
時

代

の
符

牒

」
な

ど

と
把

握

し

て
お

り
、
小
我

に
お

け

る
大

我

"

「
虚

構

集

団

」

の
代

表
格

の
成

分

を

強

調
す

る

『
北

京
人

』

の
作

者

も
、
文

字

通

り

「
普

通

の
人

間

」
を

主

に
取

り

扱

っ
て

い

る
も

の

の
、
た

と

え
地

下
鉄

で
偶

然

に
出
会

っ
た

と
さ

れ

る
名

も
知

ら
な

い
少

年

で
も

、

二
十

世

紀
中

国

の
劇

的

変
化

の
縮

図

と
し

て
出
演

さ
れ
た

の
で

す

。

こ

う

し

て
、
語

り
手

に

は

「
規

定

場
景

」
と

「
規

定
性

格

」

の
具

象
化

の
道

具

と
し

て
の

ヒ
オ

ロ

ロ

側

面

も

あ

り

、
完

全

な

る

「
英

雄

」

に

な

り

き
れ
ず

、

い
わ
ば

作
者

と

の
ハ
ー

モ

ニ
ー

の
よ

う

な

「
準

第

一
人

称

」
的
叙

述

し

か
許

さ

れ

な

い
わ

け

で
す

。

し
か

し
な

が
ら

、
人

物

が
持

つ

「

規

定

場

景

」

、

「
規

定
性

格

」

の
符

号
意

味

そ

の
も

の
は

、

一
種

の
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

な

、
文

学
的

な
付

加
価

値

、
付

加

イ

メ

ー
ジ

と

も

な

っ
て
お
り

、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ
ィ

ク

シ

ョ

ン

の
話

体

表
現

の
可

能
性

は

、

そ

こ
か
ら
出

発

す

る
も

の
で
す

。

③

典

型

場

景

、

典
型

人

間

な

ど

の
特

異

性

、
超

日

常
性

は

、
猪

瀬

直
樹

が
目
指

し
た

ド

ラ

マ

性

の
達

成

に

つ
な

が

っ
て
お

り

、

そ
れ

ら

を

要
求

す

る

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
あ

り
方

に
は

、

ド

ラ

マ
性

の
逆

襲

の
性

格

も
窺

え
る
わ

け

で
す

。

ド

ラ

マ
性

や
典

型
性

、
特

異
性

、

超

日

常
性

は

、
真
実

や
具

象

と

と

も

に
、
文

学

と

ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム

の
接

点

と
な

っ
て

お

り
、

逆

に

そ

の
接

点

に
立

つ
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
に
は

、

そ
れ

ら

の
性

質

に
関

す

る
命

題

が
色

々
提

示

さ
れ

て

い
る

よ

う
な
気

が

し

ま
す

。
例

え
ば
、
従

来

の
ノ

ン

フ

ィ
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ク

シ

ョ
ン
な

ら
観

念

や
構

造

秩

序

の
た

め
捨

て
ら

れ

て
し

ま

う
よ

う
な

日
常

風
景

で

も
、
受

け

止

め

方

に
よ

っ
て
は
ド

ラ

マ
を

内

包

し

て

い
る
、

そ

し

て
、

一
見
散

漫

な
叙
述

の
口
調

や
等

身

大

の
内

容

で
も

、

取
材

の
時

間

や

回

数

、
原

稿

の
枚

数

な

ど
表

現
条

件

の
制

約

に
よ

っ
て
、
内

的

緊

張

や

変

形

が
生

じ

、
散

文

的

形

式

を
超

え
た
非

日
常

性

ま

で
帯

び

る
よ
う

に
な

る
、

な

ど

で
す

。

④

以

上

の

「
ド

ラ

マ
性

」
を

「
物

語
性

」

と
置

き

か

え

て
も
、
結

論

は
成

立
す

る
よ

う
な
気

が
致

し

ま
す

。

も

し
も

文
章

、
文

学

の
起

承
転

結

な

ど

の
表

現

秩
序

や
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の
5

W

l

H
法

則

が

、
物

語

の
原

型

様

式

の
発

展

で
あ

る

、
と

い
う

ふ
う

に
考

え
ら
れ

る
な
ら

ば

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と

い
う
ジ

ャ

ン
ル

の
出

現

は

、
同
時

代
文

学

に
お

け

る

物
語

性

の
復

権

と
連

動

す

る
現

象

と

解
釈

し

て
も
差

し
支

え

な

い

で
し

ょ
う
。

こ
こ
で
物

語
性

と
散

文

性

の
対

置
構

造

に

、
両

者

を

包

容

し

て

い

る
イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ
ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
を

入

れ

て

み
ま

す

と

、

そ

の
表

現

行

為

の
ド

ラ

マ
性

と
表

出

形
態

の
非

ド

ラ

マ
性

の
組

み
合

わ

せ

の
背

後

に

、

い
く

つ
か

の
背

反

す

る
可

能

性

が
潜

ん

で

い
る

よ

う

に
思

え
ま
す

。
例

え
ば

、
物

語

の
語

体

的

表

現

は
形

式

の
性

質

上

、

む

し

ろ
散

文
的

要

素

が
濃

厚

で
あ

り
、
逆

に
散

文

芸
術

は
物

語

的

、
話

体

的
表

現

に
よ

っ
て
極

致

へ
発

展

し

て
い
く

で
あ

ろ
う
、

そ
し

て
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
よ

う

に
、

散
文

的

形

態

で
あ

る

ほ
ど

、
内
容

や

「
話
脈

」
、
文
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脈

の

「
筋

」
や

技

巧

が
必

要

と

さ

れ

る
場

合

も
あ

り

、

そ
う

い
う
物

語
性

と
散
文

性

の
相

性

相

剋

は

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
内

的

衝

突

-
均

衡

に
も

つ
な

が

っ
て

い
る

で

あ

ろ

う

、

と

い
う

こ
と

で
す

。

出

口
と
迷

宮

・

・
問

い
直

し

の
手

掛

り

一
昨
年

、
私

は
国
際

日
本

文
化

研
究

セ

ン
タ

ー

の
共
同

研

究
会

で
、

『

"私

文
学

"

の
発

想

と
日
本

的

"私

"

』

と

い

う
題

で
、

「
私

小

説

」

に

つ
い

て

の
考

察

を
発
表

し
ま

し
た

が

、

そ

の
延
長

線

で
考

え
を
進

め

ま

す

と

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
は

一
種

の

「
私

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
」
と

し

て
、

日
本

や

日

本

以
外

の

「
私
小

説

」
、

「
私
文

学

」

の
基
本

原

理

と

は

、
色

々
接

点

が
あ

り

そ

う
な

気

が

致

し

ま
す

。
例

え
ば

、
①

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

な

技

能

プ

ラ

ス
文

学

的

「
芸

」

、

あ

る

い
は
小

説

の
様

態

プ

ラ

ス
随

筆

的

発

想

の
雑

文

と

い
う

「
不

純

」
性

、
②

現

象

の

「
原

生

状
態

」

や

そ

の
観

察

-
把

握

の
過

程

を
重
要

視

す

る
記
録

精

神

や
合

理
精

神

、
③
実

在

の
体

験

に
基

づ

く

即
物

性

と
饒

舌

的
発

露

の

「
随

意

性

」

、
④
生

活

実
践

者

の
平

凡

さ
に
着

目

す

る
日
常

志

向

、

そ

の
半

面

、
起

承
転

結

の
工
夫

に
見

ら
れ

る
芸

術

実
践

者

の
本

領

、

な
ど

が

挙

げ

ら
れ

ま
す

。
逆

に
言

え
ば

、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
に

お
け

る
表

現
主

体

の
傾

斜

関

係

や

、

「
筋

」

、

「
話

脈

」

の

マ
ン
ネ

リ

ズ

ム
と
変

化

の

一33一



テ
ク

ニ

ッ
ク

を
手

掛

り

に

、

「
私
小

説

」

、

「
私

文

学

」

の
深
層

構
造

ヘ
ア
プ

ロ
ー
チ

し

、

そ

の

「
芸

」

を

再
評

価

す

る

こ
と

も

、

可
能

性

と

し

て
は
成

立

す

る

の

で
し

ょ
う
。

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
は
非
虚

構

の
散

文

芸
術

と
し

て
、
虚

構

の
散

文
芸

術

へ
の
問

い
直

し

の
手

掛

り

に
も

な

る
か

、

と
思

わ

れ

ま
す

。

『
北
京

人

』

の
例

で
す

と
、

作
者

は

、
数

時

間

の
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

、

数

千
字

の
ス

ペ
ー

ス

で
は

、
完
成

さ
れ
た
物

語

り

や
人

生

が

充
分

に
造

型

で
き

る
は

ず

だ

か

ら
、

小
説

に
仕

上
げ

る
必
要

は
な

い
と
主
張

し

て
お

り

、
実
際

に

も

、
小

説

家

の
張

辛

欣

は

そ

の
後

、
身

辺
雑

記

の
方

向

へ
走

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
す

。
そ

の

ホ

ル

モ

ン

転
身

と

「
新

製

品

」
は

、

「
堕

落

」

、

「
雑
碎

湯

(
11

"抛

る
も

ん

"

ス
ー

プ

)
」

と
非

難

さ

れ

ま

し

た
が

、

「
事

実

は
小

説

よ

り
奇

な

り

」
と

い
う
逆
説

の
有
効

性

を
認

め

る
な

ら
ば

、

こ

れ

ま

で
神

格

化

さ
れ

て
き

た
虚

構

性

、

四

次

元
的

境
地

へ
の
憧

れ

、
小

説

の
至
上

地
位

、

さ
ら

に
文

学

そ

の
も

の
と

は
何

々
だ

ろ

う
、

と

い
う
素

朴

な
疑

問

も
生

じ

て
き

、
中
島

梓

氏

が

『
小

説
熱

海

殺

人

事

件

』

(
つ
か

こ
う

へ
い
、

一
九
七

六

)
を

読

ん
だ

後

の

「
恐

怖
感

」

に
納

得

が

い
く

で
し

ょ
う

。

「
こ
れ

が

小
説

で
あ

る
と

し

た
ら

、

ド

ス
ト

エ
フ

ス
キ
ー

は

、
三
島

由
紀

夫

は
、
埴

谷

雄

高

は
、

い

っ
た

い
何

な

の
だ

。

」

(
注

四

)
と

い
う
問

い
か
け

は
、
張

辛

欣

の
極

論

と
重

な

る

も

の

で
す

が

、
本

日

の
テ

ー

マ
に
即

し

て
考

え

る
場

合

は

、
私

は
あ

り
合

わ

せ

の

解

答

と

し

て
、
立

花
隆

の
説
を

引

用

さ

せ

て

い
た

だ
き

た

い

と
思

い
ま

す
。

「
ギ

リ

シ

ア
叙
事
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詩

に
し

て
も

、

ギ

リ

シ

ア
悲

劇

に
し

て
も

、

…

…
み

ん
な

そ

の
時
代

の
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム
だ

っ

た

と
言

え

る
。

ト

ル

ス
ト

イ

、

バ

ル
ザ

ッ
ク
な

ど

…

…
も

、

か
な

り

の
部

分

が
現

代

な

ら
ジ

ャ

ー

ナ
リ

ズ

ム
に
色

わ

け

さ

れ

て
し

か

る

べ

き
も

の
が

あ

る

」

(
注

五

)
と
。

単

に

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
の
あ

り
方

の
次

元

で
考

え

て

も
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
は

、
虚

構

と
非

虚

構

と

は

何

か
を

問

い
直

す
手

掛

り

に

な

る
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す

。
ま

ず

、
作

者

の
操

作

(
順

序

の
調
整

な

ど

)
を
加

え
た
語

り

手

の
自

叙

、
あ

る

い
は
作

者

の
修

正

が

一
切

な

い
語

り
手

の
自

叙

の
内

容

そ

の
も

の
は
、
果

た

し

て
真

実

11
純

ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン

と

し

て
信

用

し

て

い
い

の
か

、

と

い

う
問

題

が
提
起

さ
れ

る

で
し

ょ
う
。
私

は

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
を

語

る
伝

記

、

語

る

日
記

、
語

る
人

生

紀
行

と

い
う
ふ

う

に
位

置

づ

け

る

の

で
す

が

、

そ
れ

で
は

、
伝

記

、

日
記

、
紀
行

文

な

ど

、
個
別

の
作

品
な

い
し
ジ

ャ

ン
ル
そ

の
も

の
は

、
無

条

件

的

に

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
部

類

に
入

れ

ら

れ

る
か
ど

う

か
、

も
し

も
作

為

1ー

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と

い
う
等

式

が
成

立

す

る
な
ら

、
例

え
ば

、

か
な

り

の
作

意

が
入

っ
た
松

尾

芭
蕉

の

『
お
く

の
ほ

そ
道

』

は

、
準

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
作

品

と

し

て
読

む
べ
き

か
ど

う
か

、
逆

に
、

そ

の
作

意

は

も

し
も

作
者

の
偽

り

な

い
表

現

衝
動

か
ら
由

来

す

る
も

の

で
あ
り

、

そ
れ

自

体

が

一
種

の
真

実

と
認

め

ら

れ

る
な

ら

、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
文

学

の
許
容

の
範

囲
内

で
は

な

い
か

、

そ
し

て
、

日
本

古
典

の
日
記

文
学

に

お
け

る
和

歌

の

「
点
描

」
か
ら

『
日
本

凡
人

伝

』
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シ
リ
ー

ズ

に
お

け

る
文
献

引

用

な

ど

の

「
借

景

」

は
、
単

純

な

「
事

実

」
と
見

る

べ
き

か
、

そ

れ

と
も

虚

構

性

の
記

号

と

見

る

べ
き

か

、

さ

ら
に

、
断
片

的

、
極
端

的
映

像

の
裏

に
全

体
像

、

平
均

像

が

埋

も

れ
が

ち

の
同

時

代

の

マ

ス

・
イ
メ

ー
ジ

は

、

あ

る
意

味

で
は
虚

像

に
過

ぎ

な

い

の
で

は
な

い
か

、
な

ど
次

々

に
疑

問

が
投

げ

か
け

ら
れ

て

き

て
、
迷

宮
入

り

の
気

分

に
な

り

ま

す

。そ

の

よ

う
な
迷

宮

の
中

を
浮

遊

し

て

い
く

の
が

、
同
時

代

の
文
学

、
文

化

の
宿

命

か
も
知

れ

ま

せ

ん
。

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
が

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と
対
抗

で

き

る
よ

う
な
地
位

へ
上
昇

し

て
き

た

の
も
、

あ

る
意

味

で
は

、

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
迷
宮

入

り
結

果

と
言

え

る
で
し

ょ
う

。
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結

び

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
可
能
性

や
そ

の
他

の
課
題

に

つ
い
て
、
例

え
ば

、

私

が
特

に
関

心

を
持

っ
て

い
る

こ
の
ジ

ャ

ン
ル
と

ニ

ュ
i

・
ア
カ

デ

ミ
ズ

ム

の
ド

ッ
キ

ン
グ

の

可

能
性

の
問

題

、

そ

し

て

『
日
本

凡

人

伝

』

、

『
北

京

人

』

、

『
ア
メ
リ
カ

の
夢

』

に

お

け
る

日
本

の

「
私

」

と
非

日

本

的

「
私

」

の
問

題

、

ま
だ
述

べ

て
み
た

い

こ
と
が

た

く

さ
ん

あ
り

ま

す

が

、
時

間

は

す

で
に
オ

ー

バ

ー

し
た

よ

う

で
す

の
で
、

こ

こ
で
は

一
応
割
愛

し

て
、
質

疑
応

答

の
場

に
回

さ
せ

て

い
た

だ

き

ま
す

。



以
上

、

『
日
本

凡
人

伝

』

シ
リ

ー

ズ
を

手

掛

り

に
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
i

・
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン

の
あ

り
方

を
探

り

、

さ

ら
に

こ

の
ジ

ャ
ン

ル

の
可

能
性

を

手
掛

り
に

、

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
や

文

学

の
表

現

な

ど

の
問

題

を
色

々
考

え

て
き

ま
し

た

が
、
出

発

点

で
あ

る
作

品
自

体

が

つ
い
に

棚

上

げ

さ
れ

て
し

ま

っ
た

よ

う
な

気

が

致

し

ま
し

た

。
命
題

抽

出

の
作

業

に
付

き
も

の

の

「
疎

外

」
と

も
言

え
る

で
し

ょ
う

が

、

そ

の
原

典

に
戻

っ
て
締

め
括

り

を
す

る
な

ら
ば

、
私

は
沢
木

耕

太

郎

の

『
再

び

、

ニ

ュ
ー
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム
に

つ
い
て

』

の
論
旨

を
思

い
出

し
ま

す

。

沢
木

耕
太

郎

は
自
作

も
含

め

て
、

「
日
本

の

"
ニ

ュ
ー
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム
的

"

と
称

す

る
作

品

に
共

通

す

る

」
欠
点

と
し

て
、

「
生

々

し

い
現

実

を
剔

抉

す

る

の

で
は
な
く

、
多

く

は
完

結

し

た
過

去

の
事

件

を
扱

っ
た

」

側
面

を

指

摘

し

、
そ

の
原

因

を

、
日
本

の
風

土

条
件

の
ほ

か

、

作
品

の
完

成

度

ば

か

り
追

及

す

る

た
め

、

「
作

品
化

し

に
く

い
対

象

」
、

「
《
い
ま
》

と

い
う

時
代

の
混

沌

と

し

た
現

実

か

ら
眼

を

そ
む

け

て
し

ま

う
」

と

い

っ
た

「
ニ

ュ
ー

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ

ム

の
、

最

も

重

大

な

負

の

影
響

」

に
帰

着

さ

せ

て

お
り

ま

す

。

そ

し

て
、

「
日
本

に

お

い

て

は
、

《
い
ま

》

と
真

っ
向

か

ら
切

り
結

び

つ
つ
、

し

か
も

な

お

《
シ
!

ン
》

を
獲

得

す

る
と

い

う

こ
と

は

不

可
能

な

の
」
だ

、
と

断
言

し

た
上

で
、

「
《
い
ま

》

で
あ

り

つ

つ
作

品

で
も

あ

る

と

い
う

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
を
書

く

に
は

」
、

ニ

ュ
ー

ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
よ

り

「
も

っ
と
自

由

で
、

も

っ
と

猥

雑

で
、

も

っ
と

重

層

的

で
、

も

っ
と

エ
ネ

ル
ギ

ッ
シ

ュ
な
方

法

」

、

例

え
ば
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「
書

き

手

が

そ

の
出

来

事

の

"
主

役

"

」

と
な

る
、

さ

ら

に

「

"
主

役

"

で
は

な

く

、

"
主

体

"

と

し

て
関

わ

る
と

い

う
方
法

」

を
求

め

る
べ
き

だ

、

と
力
説

し
ま

し
た

。

沢

木
耕

太
郎

の
こ

の
方

法

論

の
模

索

は

、
す

で

に

そ

の

「
私

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
」
i
書

き

手

の

「
私

」

と
取

材
対

象

の
共

同

行
動

を
記

録

風

で
追
踪

し

て

砺
"

緲
鶏
鵬

譏

『
一
瞬

の
夏

』

で

、

一
応

成
功

し

た
は
ず

で
す

が

、

そ

こ
で
彼

が
な

お
か

つ
焦

立

ち
を
感

じ

た
も

の
は
、

た

ぶ

ん

「
近

現

在

」

の
堆
積

に

よ

る

「
い
ま

」

の
不

完
全

性

で
あ

ろ
う

、

と
私
は
直

観

し

て
お

り

ま

す
。

沢

木

耕
太

郎

は
そ

の
後

ま

た

、

「
綺

麗

に
整
理

で
き

そ

う
な
過

去

」

へ
戻

り

つ

つ
あ

っ
た

よ

う

で
す

が

、
彼

が

一
旦
踏

み
切

っ
た
地

点

で
、

『
日
本

凡

人

伝

』

シ
リ
ー

ズ
が

、

そ

れ

こ
そ

無

軌

道

で

、

野

暮

で
、

多

元

的

で
、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ
ク

な

方

法

と
実

践

を

も

っ
て

、

『
一
瞬

の

夏

』
と

別

の
角
度

や
次

元

で
、

日
本

の

ニ

ュ
!

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
の
限
界

に

一
つ
の
突

破

口

を
提

供

し
た

の

で
は
な

い
か

、

と
私

は
考

え

た

い
わ

け

で
す

。

『
日
本

凡
人

伝

』

シ
リ

ー
ズ

は

実
験

作

と

し

て
、

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

・
ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
は
未

熟

の
ジ

ャ

ン
ル
と

し

て
、

い
ず

れ

も
未

知

数

的

部
分

が
多

い

の
で
す

が

、

文
学

や

言
語

一
般

の
表

現
空

間

の
拡
張

に
起
爆

剤

に

な

り

そ

う
な

点

で
、
私

は

注

目

、
評

価

し

て
も

よ
か

ろ

う
と

思

っ
て
お
り

ま
す

。
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(
注

一
)
海

老

沢
泰

久

『
た

だ
栄

光

の
た

め

に
』

(
一
九

八

五

)
解
説



(
注

二

)

沢

木

耕

太

郎

『
再

び

、

ニ

ュ
ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

に

つ

い

て
』

(
一
九

八

二

)

(
注

三

)

柳

田

邦

男

『
ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

の

可

能

性

』

(
一
九

七

六

)

、

沢

木

耕

太

郎

『
再

び

、

ニ

ュ
ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

に

つ

い

て

』

(
注

四

)

『
文

学

の
輪

郭

』

(
一
九

七

七

)

(
注

五

)

D

.

ハ

ル

バ

ー

ス

タ

ム

と

の
対

談

『
ニ

ュ
ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

に

つ

い

て

語

ろ

う

』

(
一
九

七

八

)
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*****発 表 を終 えて*****

私 の祖 国で大変 な事態 が起 こった時期 にあっ

て 、落 ち着 いて学 問 的 な話 をす る よ うな心境

は、 とてもあ りませ んで した。いろいろ不本意

な点 もあ りま したが 、 とにか くノルマを達成 し

た、 というのが、本 当の気持 ちです。

国 際 日本 文化 研 究 セ ンターの 井上章 一(司

会)、 上垣外憲一 、園田英弘諸先生 や、その他

の出席者 か ら、鋭 い ご指摘 をいただき、いろい

ろ考 えさせ られ ま した。あ らためて感謝の意を

表 したい と思 います。

質疑応答 の後の アイス コー ヒーも、デ ィスカ

ッシ ョンの後 の ビー ル も、格別 にお い しか っ

た。4
_、



日 文 研 フ ォ ー ラ ム 開 催 一 覧

回 年 月 日 発 表 者 ・ テ ー マ

1

62.10.12
(1987)

ア レ ッサ ン ドロ ・バ ロー タ(ピ サ 大 学 助 教授)

AlessandroVALOTA

「近 代 日本 の社 会 移動 に関 す る一 、二 の考 察 」

2

62.12.11
(1987)

エ ンゲ ルベ ル ト ・ヨ リッセ ン(日 文 研 客 員助 教 授)

EngelbertJORIBEN

「南蛮 時代 の文 書 の成 立 と南蛮 学 の発 展 」

0
63.2.19
(lags)

リーA.ト ンプ ソ ン(大 阪 大学 助 手)

LeeA.THOMPSON

「大相 撲 の近 代 化 」

4

63.4.19
(1988)

フ ォス コ ・マ ライー 二(日 文研 客 員 教 授)

FoscoMARAINI

「庭 園 に 見 る東 西 文 明の ちが い 」

5

63.6.14
(1988)

宋 彙 七(慶 北大学校師範大学副教授)
SongWhiChil
厂大塩 平八郎研究の問題点」

6

63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハ ル ト(ウ ィー ン大 学 教 授)

SeppEINHART

「近世 後期 日本 の遊 び一 拳 を 中心 に一 」

0

63.10.11

(1988)

ス ー ザ ンJ.ネ イ ピア(テ キ サ ス大 学 助教 授)

SusanNAPIER

「近 代 日本 小 説 にお け る女 性 像 一現 実 と幻想 一 」

⑧
63.12.13

(1988)

ジ ェー ムズC.ド ビ ンズ(オ ベ リン大 学助 教 授)

JamesC.DOBBINS

「仏 教 に生 き た中世 の女 性 一 恵信 尼 の書 簡 一 」

0
元.2.14

(1989

厳 安生(北 京外 国語学院 日本語学部助教授)
YanAnSheng
「中国人留学 生の見た明治 日本」

0
元,4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)
L.iuJingwen
「教育投資 と日本 の戦後経済高度成長 」



⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)
SuzanneGAY
「中世京都 における土倉酒屋一都市社会の自由 とそ

の限界 一」

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HsiaGang
「イ ンタビュー ・ノンフ ィクシ ョンの可能性 一猪瀬

直樹著r日 本凡人伝』を手掛 りに一」

13

元.7.11

(1989)

エ ル ンス ト ・ロ コバ ン ト(東 洋 大学 助 教授)

ErnstLOKUWANDT

「国家 神 道 を考 え る」

14
元.8.8

(1989)

キム ・レー ホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究

所教授)
KimRekho
「近代 日本文学研究の問題点 」

15
元.9.12

(1989)

ハ ル トムー ト0.ロ ー ター モ ン ド(フ ラ ンス 国立 高

等 研 究 院 教 授)
HartmutO.Rotermund

「江 戸 末 期 にお け る疱 瘡 神 と疱 瘡 絵 の諸 問題 」

16
元.10.3

(1989)

汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・国際 日
本文化研究セ ンター客員教授)
WangXiang-rong
「弥生時期 日本 に来た中国人 」

○は報告書既刊
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